
 

 公益社団法人 京都府青少年育成協会  

気づいてる? あなたのまわりの あたたかさ≪京都府青少年健全育成府民運動スローガン≫ 

2022 
（令和 4 年度） 

作 品 集 

令和 4 年度家族ふれあい大賞第 26 回「明るい家庭づくり（家庭の日）絵画展」 

【家族ふれあい大賞 京都府知事賞】 入賞作品 

「お父さん、おかえり」 

宇治市立南部小学校 5 年 小野日菜子さん 

令和 4 年度家族ふれあい大賞 
第 26 回「明るい家庭づくり（家庭の日）絵画展」 

小学生対象 

主催/京都府 京都府教育委員会 （公社）京都府青少年育成協会 

中学生対象 
第 44 回「少年の主張京都府大会」 

主催/（公社）京都府青少年育成協会 京都府 PTA 協議会 
     京都市 PTA 連絡協議会 （独）国立青少年教育振興機構 



 
 

    
 （

公
社
）
京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
で
は
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
や
青
少
年
の
豊
か
な
心
を
育
む
た
め
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
家
族
ふ
れ
あ
い
大
賞
」
・

「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
（
家
庭
の
日
）
絵
画
展
」
～
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
運
動
の
普
及
啓
発
事
業
～
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
」

の
二
つ
の
公
募
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

令
和
四
年
度
家
族
ふ
れ
あ
い
大
賞
・
第
二
十
六
回
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
（
家
庭
の
日
）
絵
画
展
」
は
、
京
都
府
と
京
都
府
教
育
委
員
会
が
令
和
二
年
度
ま
で

実
施
し
て
こ
ら
れ
た
家
族
ふ
れ
あ
い
大
賞
（
絵
画
部
門
・
写
真
部
門
）
事
業
と
当
協
会
が
実
施
し
て
き
ま
し
た
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
（
家
庭
の
日
）
絵
画
展
」

事
業
を
昨
年
度
か
ら
一
つ
の
事
業
に
統
合
し
、
小
学
生
の
目
か
ら
見
た
家
族
や
家
庭
内
で
の
微
笑
ま
し
い
ふ
れ
あ
い
を
絵
に
表
現
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
と
っ
て
家
庭
の
役
割
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
京
都
府
、
京
都
府
教
育
委
員
会
と
当
協
会
の
共
催
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
一
〇
二
校
・
八
百
三
十
九
作
品
の
心
温
ま
る
絵
画
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
知
事
賞
に
は
、
小
野
日
菜
子
さ
ん
（
宇
治
市
立
南
部
小
学

校
五
年
生
）
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
賞
さ
れ
た
作
品
二
十
三
点
及
び
佳
作
四
十
三
点
に
よ
る
入
賞
作
品
展
を
令
和
五
年
三
月
か
ら
府
内
二
十
四
箇
所
で
開

催
し
ま
す
。 

 

 

第
四
十
四
回
「
少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
」
は
、
人
格
を
形
成
す
る
上
で
重
要
な
時
期
に
あ
る
中
学
生
が
、
日
常
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
や
考
え
て
い

る
こ
と
な
ど
を
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
、
そ
れ
を
「
少
年
の
主
張
」
と
し
て
広
く
訴
え
る
機
会
を
設
け
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
行
動
を
促
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
京
都
府
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
、
京
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
、
（
独
）
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
の
共
催
で
実
施
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
三

十
三
校
・
五
千
百
一
編
の
素
晴
ら
し
い
作
文
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
事
前
の
審
査
委
員
会
（
第
一
次
・
第
二
次
）
で
入
選
十
七
編
と
佳
作
三
十
三
編
を
選
出
し
ま

し
た
。
入
選
の
十
七
名
が
令
和
四
年
九
月
二
十
三
日
に
聞
法
会
館
で
開
催
し
た
京
都
府
大
会
に
お
い
て
主
張
を
発
表
し
ま
し
た
。 

京
都
府
大
会
で
京
都
府
知
事
賞
に
輝
い
た
太
田
真
行
さ
ん
（
京
都
市
立
桂
川
中
学
校
三
年
生
）
を
京
都
府
代
表
と
し
て
、
全
国
大
会
候
補
者
に
推
薦
し
、
国
立

青
少
年
教
育
振
興
機
構
努
力
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

御
応
募
い
た
だ
い
た
小
学
生
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
事
業
の
実
施
に
御
支
援
・
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
学
校
や
保
護
者
の
皆
様
並
び
に
関
係
機

関
・
団
体
の
皆
様
、
さ
ら
に
は
熱
心
に
作
品
の
審
査
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
審
査
委
員
の
皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
冊
子
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
で
入
賞
さ
れ
た
作
品
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
御
高
覧
い
た
だ
き
、
小
学
生
の
抱
く
家
庭
の
温
か
さ
、
中
学
生
が
日
頃
感

じ
て
い
る
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
か
ら
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
心
の
成
長
の
一
助
と
な
り
ま
す
こ
と
を
念
願
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
取
組
の
裾
野
が
広
が
り
、
青

少
年
の
健
全
育
成
の
輪
が
一
層
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 
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令和4年度「家族ふれあい大賞」 
第26回「明るい家庭づくり（家庭の日）絵画展」  

～「明るい家庭づくり」運動の普及啓発事業～概 要 
  

1 趣旨 
「子育て環境日本一」の実現に向け、「明るい家庭づくり」運動の普及啓発など、京都全体の気運を醸成するため、家庭内での微笑 

ましいふれあいを絵画や写真に表現することを通して、子どもたちの健やかな成長にとって家庭の役割の大切さを再認識すると 
ともに、子育て応援のメッセージを伝える取組として、作品の募集・発信を行います。 
 

2 主催 京都府、京都府教育委員会、公益社団法人京都府青少年育成協会 
  
３ 後援 京都市・京都市教育委員会・京都府市町村教育委員会連合会・京都府小学校校長会・京都市小学校長会・京都府私立小学 

校連合会・京都新聞・朝日新聞京都総局・毎日新聞社京都支局・読売新聞京都総局・産経新聞社京都総局・日本経済新聞社 
京都支社 ・ＮＨＫ京都放送局・ＫＢＳ京都・エフエム京都（順不同） 
 

4 作品募集（絵画部門のみ掲載） 
（1）題材        親子や家庭におけるほほえましい雰囲気等を表現したもの。「画題（タイトル）」必要。 
（2）対象        京都府内の小学校及び特別支援学校小学部に在籍している児童。 
（3）大きさ      四つ切（38ｃｍ×54ｃｍ）、横書き 
（4）画材等      自由 
（5）厚さ       作品は画面から3mm以内であれば盛り上げ、貼り付けを可。 
（6）募集締切    令和4年9月12日（月）（当日消印有効） 
（7）応募方法    ①必要事項を記入した所定の「応募票」（＊１）を作品裏面にのりづけして、各学校で取りまとめて、所定の「応募 

者名簿」（＊２）を添付の上、京都府青少年育成協会事務局へ送付。 
②個人の方は、直接京都府青少年育成協会事務局へ送付。 
＊１「応募票」及び＊２「応募者名簿」は協会ホームページからダウンロードすること。また、絵画の応募は一人１ 
作品で未発表、自作のものに限る。 【HP http://www.kyoto-seishonen.or.jp/】 
  

5 審査及び入賞作品等 
(1)入賞作品等 
【家族ふれあい大賞/3点】 
京都府知事賞 京都府教育委員会教育長賞 京都府青少年育成協会会長賞  /各1点    

【家庭の日賞/6点】 
京都市長賞 京都市教育長賞 京都府市町村教育委員会連合会会長賞 京都府小学校校長会会長賞 
京都市小学校長会会長賞  京都府私立小学校連合会会長賞/各1点   

【まいにちがたからもの賞/6点】 
毎日新聞社賞 読売新聞社賞 産経新聞社賞 日本経済新聞社京都支社賞 ＮＨＫ京都放送局賞 エフエム京都賞   

/各1点   
【優秀賞/8点】 
【佳作/43点】 
(2)審査  審査委員会で入賞作品及び佳作を決定した。  
（3）①審査委員会審査委員 （50音順・敬称略） 

上田 静男（委員長）  
荻原   博  材木 敏志  二宮 靖男  野田 千幸         
法橋 秀明  吉田 詠子  

    ②最終審査委員会審査委員（50音順・敬称略） 
         赤松 玉女（委員長） 
         作道    雄  水野 哲雄  永田   紅   

   
6 表彰 
   令和5年2月25日（土）、京都ガーデンパレス 「葵」において、入賞者（個別賞）の表彰を行い、会場内におい 
ては、入賞作品の展示を行います。 

 

7 入賞作品展の開催 

   京都府内24箇所で絵画入賞作品展を開催します。 

 
8  その他 

(1)応募者には、参加賞を進呈します。 
(2)入賞作品は、入賞作品等の巡回展示で掲示するほか作品集、明るい家庭づくり運動啓発カレンダー、啓発資料等 
に活用するとともに、協会HPに掲載します。（作品の活用時に、作品の画題及び学校名・学年・氏名を記載する。） 

(3)入賞作品の出版権は、（公社）京都府青少年育成協会に帰属します。 
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入賞作品は、（公社）京都府青少年育成協会の HP からご覧いただけます。 

URL http://www.kyoto-seishonen.or.jp/ 

賞 タイトル 氏 名 学校・学年 

＜家族ふれあい大賞＞    

京都府知事賞 
京都府教育委員会教育長賞 

お父さん、おかえり 
大漁だ！家族でつりぼり最高だ！ 

小 野 日菜子 
村 上 穂乃歌 

宇治市立南部小学校 5年 

京田辺市立草内小学校 5 年 

京都府青少年育成協会会長賞 あっ、弟がはさまれちゃった！ 松 本 悠 慎 城陽市立寺田南小学校 3 年 

＜「家庭の日」賞＞    

京都市長賞 大事なかぶと虫が成虫になったよ。 飯 田 直 央 京都市立正親小学校 4年 

京都市教育長賞 桜のしたで おべんとう 跡 部 紗 彩 京都市立大塚小学校 1年 

京都府市町村教育委員会 
       連合会会長賞 

京の夏 伍   美 瑶 精華町立精華台小学校 4 年 

京都府小学校校長会会長賞 家ぞくでテントたてるのたのしいな！ 山 口 蒼 衣 舞鶴市立新舞鶴小学校 2 年 

京都市小学校長会会長賞 
京都府私立小学校連合会会長賞 

かぞくでせかおわだんす 
ひいおばあちゃんのたん生日 

服 部 楓 磨 
大和田 龍 園 

京都市立山階小学校 1年 

京都女子大学附属小学校 2年 

＜まいにちがたからもの賞＞    

毎日新聞社賞 とてもいい家庭 丸 山   潤 精華町立東光小学校 3年 

読売新聞社賞 大大大大好き 中 嶋 夏 海 木津川市立南加茂台小学校 2年 

産経新聞社賞 キャンプは楽しいな 森   つむぎ 南丹市立園部小学校 2年 

日本経済新聞社京都支社賞 絶景だ、みんなでしたよ股のぞき 添 田 千 暁 木津川市立相楽台小学校 4年 

NHK京都放送局賞 かぞくでいそあそび 竹 内 華 蓮 木津川市立城山台小学校 2年 

エフエム京都賞 みんなで歌番組がだ～いすき 信 濃 咲 月 宇治田原町立田原小学校 2年 

＜優秀賞＞（順不同）    

優秀賞 みんなでたべようかきごおり 飯 田 花 帆 京都市立正親小学校 1年 

優秀賞 おいしいごはん いただきます 松 本 雪 乃 京都市立宇多野小学校 3 年 

優秀賞 山登り 森 下 ひかり 長岡京市立長岡第七小学校 2年 

優秀賞 ぼくにまかせとき！ 塩 田 賢志朗 京田辺市立普賢寺小学校 3年 

優秀賞 ホタルいっぱい 大 槻 紘 可 木津川市立城山台小学校 1年 

優秀賞 家族でプールに行った日 武 田 彩 花 木津川市立城山台小学校 2年 

優秀賞 家族そろっていただきます！ 杉 山 友 莉 精華町立精北小学校 3年 

優秀賞 みんなで船もりを食べたこと 西 村 榎 乃 綾部市立西八田小学校 4 年 

    

 

氏名 学校・学年 氏 名 学校・学年 

土 屋 夏 歩 

井 本 葵 惟 

中 瀬 桜 汰 

宮 原 百 花 

小 倉 夏 梨 

田 畑 来 実 

山 根 光 生 

平 田 梨 紗 

濱 﨑 大 輝 

増 本 明 咲 

中 野 いろは 

福 田 実 央 

二 宮 柚 希 

大 西 星 那 

植 村 汐 里 

松 室   庵 

鹿 田 和 義 

東 出 凰 杜 

多 賀 朱 里 

眞 弓 幸 愛 

城 松 優 里 

島 永 寧 音 

京都市立元町小学校 4年 

京都市立柊野小学校 5年 

京都市立仁和小学校 5年 

京都市立光徳小学校 6年 

京都市立錦林小学校 3年 

京都市立北白川小学校 1年 

京都市立百々小学校 2年 

京都市立広沢小学校 4年 

京都市立西院小学校 1年 

京都市立西京極西小学校 1年 

向日市立第５向陽小学校 6年 

宇治市立三室戸小学校 5年 

宇治市立大久保小学校 3年 

城陽市立久世小学校 4年 

城陽市立寺田小学校 1年 

城陽市立深谷小学校 4年 

八幡市立中央小学校 6年 

京田辺市立田辺小学校 1年 

京田辺市立三山木小学校 3年 

木津川市立木津小学校 1年 

木津川市立高の原小学校 4年 

木津川市立梅美台小学校 2年 

佐々木 夏 珠 

西 口 和 希 

楠 田 結 菜 

中 村 珀 登 

岡 野 紫 咲 

守 山 真ノ介 

上 田 橙 馬 

野 村 賢 人 

武 井 晴 美 

東   理 洋 

南 野 育 実 

栗 山   豪 

川 﨑 恵 汰 

中 嶋 芽 吹 

中 嶋 志 帆 

室 谷 さ ら 

荻 野 明 花 

石 田 結 梨 

宮 前  さくら 

藤 原 野々華 

上 羽 佐 空 

木津川市立州見台小学校 2年 

木津川市立城山台小学校 1年 

木津川市立城山台小学校 1年 

木津川市立加茂小学校 3年 

久御山町立東角小学校 1年 

宇治田原町立宇治田原小学校 1年 

精華町立精北小学校 1年 

精華町立山田荘小学校 2年 

相楽東部広域連合立和束小学校 1年 

相楽東部広域連合立南山城小学校 2年 

亀岡市立つつじケ丘小学校 1年 

亀岡市立安詳小学校 1年 

亀岡市立畑野小学校 2年 

亀岡市立千代川小学校 3年 

南丹市立八木東小学校 3年 

京丹波町立丹波ひかり小学校 2年 

福知山市立夜久野小学校 2年 

舞鶴市立倉梯小学校 3年 

舞鶴市立中筋小学校 1年 

宮津市立栗田小学校 1年 

与謝野町立岩滝小学校 2年 

 

（順不同） 
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―家族ふれあい大賞― 
京都府知事賞 

「お父さん、おかえり」    

宇治市立南部小学校 5年  
小野 日菜子さん 

京都府教育委員会教育長賞 

「大漁だ!家族でつりぼり最高だ!」 

京田辺市立草内小学校 5年 
村上 穂乃歌さん 

京都府青少年育成協会会長賞 

「あっ、弟がはさまれちゃった!」 

城陽市立寺田南小学校 3年 
松本 悠慎さん 



5 

 

 

  

―「家庭の日」賞― 

「大事なかぶと虫が成虫になったよ。」 「桜のしたで おべんとう」 

京都市長賞 京都市教育長賞 

京都市立正親小学校 4年 
飯田 直央さん 

京都市立大塚小学校 1年 
跡部 紗彩さん 

舞鶴市立新舞鶴小学校 2年 
山口 蒼衣さん 

「家族でテントたてるのたのしいな!」 

京都府小学校校長会会長賞 
京都府市町村教育委員会 

連合会会長賞 

精華町立精華台小学校 4年 
伍    美 瑶さん 

「京 の 夏」 



6 

 

 

  

―まいにちがたからもの賞― 

―「家庭の日」賞― 

「かぞくで せかおわだんす」 

京都市小学校長会会長賞 

京都市立山階小学校 1年 
服部 楓磨さん 

「ひいおばあちゃんのたん生日」 

京都府私立小学校連合会 
会長賞 

京都女子大学附属小学校 2年 
 大和田 龍園さん 

精華町立東光小学校 3年 
丸山  潤さん 

「とてもいい家庭」 

毎日新聞社賞 

木津川市立南加茂台小学校2年  
中嶋 夏海さん 

読売新聞社賞 

「大大大大好き」 



7 

 

 

  

―まいにちがたからもの賞― 

南丹市立園部小学校 2年 
森  つむぎさん 

産経新聞社賞 

「キャンプは楽しいな」 

日本経済新聞社京都支社賞 

「絶景だ、みんなでしたよ 股のぞき」 

木津川市立相楽台小学校 4年 
 添田 千暁さん 

木津川立城山台小学校 2年 
竹内 華蓮さん 

「かぞくで いそあそび」 

NHK京都放送局賞 

宇治田原町立田原小学校2年  
信濃 咲月さん 

「みんなで歌番組がだ～いすき」 

エフエム京都賞 



8 

 

 

  

―優秀賞― 

「おいしいごはん いただきます」 

京都市立宇多野小学校 3年  
松本 雪乃さん 

 

「山 登 り」 
 

長岡京市立長岡第七小学校2年  
森下 ひかりさん 

「ぼくにまかせとき!」 

京田辺市立普賢寺小学校 3年 
 塩田 賢志朗さん 

「みんなでたべよう かきごおり」 

京都市立正親小学校 4年 
 飯田 花帆さん 



9 

 

 
―優秀賞― 

「ホタルいっぱい」 

木津川市立城山台小学校 1年  
大槻 紘可さん 

「家族でプールに行った日」 
 

木津川市立城山台小学校 2年  
武田 彩花さん 

「家族そろっていただきます」 
 

精華町立精北小学校3年  
杉山 友莉さん 

「みんなで船もりを食べたこと」 

綾部市立西八田小学校 4年 
 西村 榎乃さん 
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令和 4年度「家族ふれあい大賞」 
第 26回「明るい家庭づくり（家庭の日）絵画展」  

講 評 

 

子育て応援のメッセージを伝える取組として、平成 15 年度から実施している「家族ふ

れあい大賞」は、絵画と写真の２部門を募集してきましたが、昨年度より、絵画部門を公

益社団法人京都府青少年育成協会が毎年実施されている「明るい家庭づくり（家庭の日）

絵画展」と共催で実施されています。 

新型コロナ感染症の影響は今年度も引き続きございましたが、３ヶ月半ほどの募集期間

に、絵が839作品、写真が171作品、総数1,010作品の応募がありました。応募してくださ

った子どもたち、ご家族を始め、このコンクールにご協力いただいた皆様に心から感謝い

たします。 

 

 絵画部門には、府内の小学校及び特別支援学校小学部に通う児童から、家庭でのほほえ

ましい場面を表現した作品がたくさん集まり、作品ごとに家族のやりとりや笑顔が目に浮

かびました。 

審査に当たっては、描く楽しさが伝わる優れた作品や、色や表現に工夫を凝らした絵と

しての素晴らしさをしっかりと評価しつつ、この企画の趣旨である「明るい家庭づくり」

「家族の触れ合い」をより感じさせてくれるものを選考しました。日常の様子、また特別

な日のイベントを、子どもの目線で観察し、細かいディテールまで覚えて描いている様子

に、家族と過ごす喜びや楽しさが伝わってきます。 

 近年はさまざまな要因から、家族の構成も、家庭の姿も多様になっています。デジタル

化による社会の変化も加速しています。しかしながら、コロナ禍でマスク生活や感染予防

の距離を余儀なくされると、家族と過ごす時間こそがかけがえのない体験であり、それを

描こうとする子どもたちの気持ち、シャッターを切る家族の思いには、ライフスタイルが

変わっても、あたたかい心の交差や家庭が果たす役割の大切さがあると改めて気付かされ

ます。 

 

今年度はコロナ禍に加えロシアによるウクライナ侵攻などの情勢も子どもたちの生活や

心にも影響をおよぼしただろうと思います。自分の中に積もったものを、絵や写真で外に

向かって表現することで、心が開かれ風通しがよくなってくれればと思います。そして作

品に表現された喜びが、より多くの皆様に伝わり、子どもたちと子育てする家族の思いに

繋がり、今一度家族について考える機会にしていただけたらと願っています。 

 

京都市立芸術大学長 画家 

赤松 玉女 
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第
四
十
四
回
『
少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
』 

概
要 

 
１ 
趣 

 

旨 
 
 

 
少
子
高
齢
化
、
国
際
化
、
情
報
化
が
急
速
に
進
み
、
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る 

現
代
社
会
に
お
い
て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
心
身
と
も
に
健
康
で
他
者
を
思 

い
や
る
心
を
も
ち
、
社
会
的
に
自
立
し
て
い
け
る
、
健
や
か
な
成
長
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

そ
の
た
め
に
は
、
広
い
視
野
と
柔
軟
な
発
想
や
創
造
性
な
ど
と
共
に
、
物
事
を
論
理
的 

に
考
え
る
力
や
、
自
ら
の
主
張
を
正
し
く
伝
え
、
理
解
し
て
も
ら
う
力
な
ど
を
身
に
付
け 

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 
 
 

少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
契
機
と
な
る
こ
と 

を
願
い
実
施
し
た
。 

 

２ 

主 
 

催 
 

 

（
公
社
）
京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
・
京
都
府
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
・ 

     

京
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
・（
独
）
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構 

 

３ 

後 
 

援 
 

 

京
都
府
・
京
都
府
教
育
委
員
会
・
京
都
市
・
京
都
市
教
育
委
員
会
・
京
都
府
市
町
村
教
育 

委
員
会
連
合
会
・
京
都
府
公
立
中
学
校
長
会
・
京
都
府
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
・
京 

都
新
聞
・
朝
日
新
聞
京
都
総
局
・
毎
日
新
聞
社
京
都
支
局
・
読
売
新
聞
京
都
総
局
・
産
経 

新
聞
社
京
都
総
局
・
日
本
経
済
新
聞
社
京
都
支
社
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
・
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
・ 

エ
フ
エ
ム
京
都
（
順
不
同
） 

 

４ 

作
文
の
内
容 

 

（
１
）
社
会
や
世
界
に
向
け
て
の
意
見
、
未
来
へ
の
希
望
や
提
案
な
ど
。 

（
２
）
家
庭
、
学
校
生
活
、
社
会(

地
域
活
動)

及
び
身
の
回
り
や
友
だ
ち
と
の
関
わ
り
な 

ど
。 

（
３
） テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る
少
年
の
問
題
行
動
、大
人
や
社
会
の
様
々 

な
出
来
事
に
対
す
る
意
見
や
感
想
、
提
言
な
ど
。 

 

５ 

応
募
対
象 

  
   

京
都
府
内
の
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
中
等
部
に
在
籍
し
て
い
る
生
徒
。 

 
 
 

国
籍
は
問
わ
な
い
が
、
日
本
語
で
発
表
で
き
る
こ
と
が
必
要
。 

な
お
、
作
品
は
一
人
一
作
品
で
未
発
表
、
自
作
の
も
の
に
限
る
。 

 

６ 

経 
 

過 
 

 

（
１
）
作
文
募
集 

令
和
四
年
四
月
下
旬
、
募
集
要
項
及
び
ポ
ス
タ
ー
等
を
府
内
各
市
町
村
・ 

市
町
村 

教
育
委
員
会
、
各
中
学
校
、
青
少
年
団
体
、
関
係
機
関
等
へ
配
布
し
て
募
集 

 

（
２
）
募
集
締
切 

令
和
四
年
八
月
一
日
（
月
）
応
募
総
数 

五
千
百
四
編
（
三
十
三
校
） 

 

（
３
）
応
募
作
文
の
審
査 

 

第
一
次
審
査
委
員
会
を
令
和
四
年
八
月
十
八
日
（
木
）、
第
二
次
審
査
委
員
会
を 

九
月
一
日
（
木
）
開
催
、
入
選
十
七
編
及
び
佳
作
三
十
三
編
を
選
定 
 

（
４
）
「
少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
」 

令
和
四
年
九
月
二
十
三
日
（
金
・
祝
）
、
本
願
寺
聞
法
会
館
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」
に
お 

い
て
、
本
大
会
を
開
催 

十
七
名
の
入
選
者
が
主
張
を
発
表
。
審
査
の
結
果
、
京
都
府 

知
事
賞
・
京
都
府
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
・
京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
会
長
賞
・
京 

都
市
教
育
長
賞
・
京
都
府
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
会
長
賞
・
京
都
府
公
立
中
学 

校
長
会
会
長
賞
・
京
都
府
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
会
長
賞
・
京
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
会 

長
賞
・
京
都
新
聞
賞
・
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
賞
の
各
１
点
を
決
定 

      
   

 ［
第
一
次
審
査
委
員
］（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

勝
間
喜
一
郎 

 

杉
本 

 

勝 
 ［

第
二
次
審
査
委
員
］（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

 
 
    

野
村 

大
輔
（
委
員
長
） 

上
田 

静
男 

 

東
江 

赳
欣 

長
谷
川 

正
己 

 
 
 

東
谷 

祐
子 

 

福
田 

昌
弘 

 
 ［

大
会
審
査
委
員
］（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

野
村 

大
輔
（
委
員
長
） 

上
田 

静
男 

 

大
澤 

彰
久 

高
田 

敏
司 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

東
江 

赳
欣 

 

丹
羽 

寛
美 

長
谷
川
正
己 

 

東
谷 

祐
子 

 

福
田 

昌
弘 

 
 

 
 
 
 

（
５
）
「
少
年
の
主
張
」
全
国
大
会
へ
の
推
薦 

京
都
府
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
た
京
都
市
立
桂
川
中
学
校
三
年
太
田
真
行
さ
ん
を 

全
国
大
会
候
補
者
と
し
て
推
薦
し
、
審
査
の
結
果
、
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
努 

力
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。 

 

（
６
）
そ
の
他 

①
「
少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
」
の
模
様
を
ネ
ッ
ト
配
信
し
て
い
ま
す
。 

 

＊
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら 

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。 

 
②
「
少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
、
府
内
の
中
学
校
等
に
配
布
し 

ま
し
た
。
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賞 テーマ 氏 名 学校・学年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 広がれ!笑顔の輪 石田 陽香 向日市立西ノ岡中学校 3年 

京都府市町村教育委員会 
連合会会長賞 

自分ってどれ? 西村 天志 亀岡市立東輝中学校 3年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 大切な人に 藤本 明柚 舞鶴市立加佐中学校 3年 

京都新聞賞 「私にとっての太陽」 栗山 侑夏 亀岡市立南桑中学校 3年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 人間とペットの共存 齋藤彩央奈 舞鶴市立若浦中学校 3年 

京都府青少年育成協会会長賞 男女差別のない社会を 塩見 理桜 京都府立福知山高等学校附属中学校 3年 

京都府公立中学校長会会長賞 
大江から発信! 

寛容さにあふれる社会 
真下 夏希 福知山市立大江中学校 3年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 三年分の髪 髙橋 紗依 宮津市立栗田中学校 2年 

ＫＢＳ京都賞 「非日常」の中で考えたこと 川上 璃桜 亀岡市立亀岡中学校 3年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 努力の意義 北畑  葵 向日市立西ノ岡中学校 3年 

京都府教育委員会教育長賞 「平和のバトン」 佐藤 春佳 亀岡市立南桑中学校 3年 

京都市教育長賞 思考をとめるな 高橋愛結羽 龍谷大学付属平安中学校 3年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 自分の良さ 石田美羽子 南丹市立美山中学校 3年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 ゲームから気づいた 

勉強の大切さ 
水嶋 奈緒 舞鶴市立城南中学校 3年 

京都市ＰＴＡ連絡協議会会長賞 考える力 森本 絢衣 京都府立洛北高等学校附属中学校 3年 

京都府知事賞 だったらこうしてみたら? 
で夢は叶う 

太田 真行 京都市立桂川中学校 3年 

京都府ＰＴＡ協議会会長賞 私の宝物 武田ことは 向日市立勝山中学校 3年 

氏 名 学校・学年 氏 名 学校・学年 

岡本 美歩 向日市立勝山中学校 3年 辻󠄀村 亜美 宮津市立宮津中学校 3年 

荒尾 姫菜 向日市立勝山中学校 3年 谷原  快 与謝野町立加悦中学校 3年 

長谷川 誉 向日市立勝山中学校 3年 福山 咲里 与謝野町立江陽中学校 3年 

藤井  凛 向日市立西ノ岡中学校 3年 堀口  彩 与謝野町宮津市中学校組合立橋立中学校 3年 

小妻 莉子 向日市立寺戸中学校 3年 池田 真悠 京都府立洛北高等学校附属中学校 1年 

植田 柚衣 京田辺市立大住中学校 2年 平原 史織 京都府立洛北高等学校附属中学校 2年 

藤井 莉愛 京田辺市立培良中学校 2年 坂本 有彩 京都府立洛北高等学校附属中学校 2年 

垣口 都花 宇治田原町立維孝館中学校 3年 山本 実和 京都府立洛北高等学校附属中学校 3年 

岩﨑りりあ 亀岡市立南桑中学校 1年 藤井 千真 京都府立南陽高等学校附属中学校 1年 

入江千咲葵 亀岡市立南桑中学校 1年 髙本  心 京都府立南陽高等学校附属中学校 3年 

西山 果凛 亀岡市立東輝中学校 1年 中村 美涼 京都府立園部高等学校附属中学校 1年 

安川 白統 亀岡市立東輝中学校 2年 岡 なずな 京都府立園部高等学校附属中学校 1年 

岡本 一花 福知山市立夜久野中学校 2年 小林知奈未 京都府立福知山高等学校附属中学校 1年 

藤澤 真桜 舞鶴市立青葉中学校 2年 栫井 彩花 京都府立福知山高等学校附属中学校 2年 

荒木 柊人 舞鶴市立白糸中学校 3年 野崎 萌奈 京都府立福知山高等学校附属中学校 2年 

濱本 悟郎 舞鶴市立和田中学校 3年 山本 芽咲 京都光華中学校 2年 

鉄尾 美紗 舞鶴市立城北中学校 3年   

■入賞者・佳作者一覧■ 

入賞者（発表順） 

第 44回「少年の主張京都府大会」 

佳作者（順不同） 
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京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
会
長
奨
励
賞 

「
広
が
れ
！
笑
顔
の
輪
」 

向
日
市
立
西
ノ
岡
中
学
校 

３
年 

石 

田 

陽 

香 

「
許
し
難
く
、
悔
し
い
。
」 

「
裏
切
っ
て
ほ
し
く
な
い
。
」 

 

こ
れ
ら
は
、
窃
盗
被
害
を
受
け
た
無
人
餃
子
販
売
店

を
経
営
し
て
い
る
方
の
お
言
葉
で
す
。
私
は
ネ
ッ
ト
ニ

ュ
ー
ス
で
こ
の
事
件
の
記
事
を
読
み
、
と
て
も
悲
し
く

な
り
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
は
無
人
販
売
所
で
買
い
物
を
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。
こ
の
無
人
販
売
所
は
今
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
非
接
触
・
非
対
面
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
需

要
が
拡
大
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
無
人
販
売

所
は
、
人
件
費
が
削
減
で
き
る
。
二
十
四
時
間
販
売
が

可
能
に
な
る
。
人
目
を
気
に
せ
ず
買
い
物
が
で
き
る
な

ど
、
生
産
者
に
と
っ
て
も
消
費
者
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
人
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
〃
誰

も
見
て
い
な
い
〃
。
こ
れ
を
利
用
し
た
窃
盗
事
件
が
全

国
で
相
次
い
で
起
こ
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

無
人
販
売
所
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
〃
生
産
者
と
消

費
者
の
信
頼
関
係
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
〃
と
経

営
し
て
い
る
方
は
語
り
ま
す
。
生
産
者
は
、
自
分
が
丹

精
込
め
て
作
っ
た
商
品
を
取
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
リ
ス
ク
が
あ
る
と
知
り
つ
つ
も
、
お
客
様

を
信
じ
て
商
品
を
提
供
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
私

た
ち
消
費
者
は
、
誰
が
作
っ
た
物
な
の
か
わ
か
ら
な
い

と
い
う
こ
と
も
承
知
の
上
で
、
生
産
者
を
信
じ
て
商
品

を
購
入
し
ま
す
。
双
方
の
信
じ
る
気
持
ち
は
、
ど
ち
ら

も
失
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
片
方
で
も
失
わ

れ
る
と
、
無
人
販
売
所
は
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
で
す
が
、
他
人
を
信
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、

簡
単
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

私
に
は
、
野
菜
や
果
物
を
育
て
る
こ
と
が
大
好
き
な

祖
父
が
い
ま
す
。
祖
父
は
毎
日
、
朝
早
く
か
ら
家
の
畑

で
収
穫
や
水
や
り
な
ど
の
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
苦
労
を
し
て
一
生
懸
命
育
て
た
作
物
を
私
が
食

べ
る
と
祖
父
は
と
て
も
喜
び
、
太
陽
の
よ
う
な
優
し
い

笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
私
は
祖
父
の
そ
ん
な
笑
顔

が
大
好
き
で
す
。
祖
父
の
笑
顔
は
、
い
つ
も
私
を
幸
せ

な
気
持
ち
に
し
て
く
れ
ま
す
。
「
自
分
が
大
切
に
育
て

た
物
を
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
え
る
こ
と
、
こ
れ
が
生

き
が
い
や
わ
。
」
こ
ん
な
ふ
う
に
、
祖
父
は
以
前
言
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
祖
父
だ
け
で
は
な
く
、
全

て
の
生
産
者
の
方
に
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 

最
初
に
ご
紹
介
し
た
無
人
餃
子
販
売
店
の
方
の
、 

 

「
許
し
難
く
、
悔
し
い
。
」 

 

「
裏
切
っ
て
ほ
し
く
な
い
。
」 

 

こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
経
営
者
の
方
の
二
つ
の
気
持
ち

が
入
り
混
じ
っ
た
も
の
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。
一
つ

は
、
〃
一
生
懸
命
作
っ
た
商
品
を
盗
む
な
ん
て
許
せ
な

い
〃
と
い
う
容
疑
者
に
対
す
る
怒
り
の
気
持
ち
。
そ
し

て
も
う
一
つ
は
、
〃
商
品
を
購
入
し
て
く
れ
た
お
客
さ

ん
に
美
味
し
く
食
べ
て
ほ
し
い
〃
〃

小
さ
な
幸
せ
を
届

け
た
い
〃
な
ど
と
い
っ
た
、
消
費
者
を
信
じ
る
気
持
ち

が
裏
切
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
悲
し
み
の
気
持
ち
で

す
。
私
た
ち
消
費
者
が
、
窃
盗
事
件
を
引
き
起
こ
す
こ

と
で
、
生
産
者
の
方
の
心
が
深
く
傷
つ
け
ら
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
す
。
私
は
こ
ん
な
こ
と
、
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
、
決
し
て
許
さ
れ
て
は
い
け
な
い
事
だ

と
思
い
ま
す
。 

 

祖
父
は
以
前
、 

 

「
無
人
販
売
は
絶
対
に
し
な
い
。
」 

と
、
断
言
し
て
い
ま
し
た
。
商
品
を
盗
ま
れ
傷
つ
く
こ

と
が
嫌
だ
か
ら
で
す
。
で
も
、
私
は
も
っ
と
多
く
の
方

に
、
祖
父
が
育
て
た
野
菜
や
果
物
を
食
べ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
祖
父
だ
っ
て
い
ろ
ん
な
人
に
自

分
が
育
て
た
も
の
を
食
べ
て
ほ
し
い
は
ず
で
す
。
私
は

祖
父
以
外
に
も
、
こ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
方
が
少

な
か
ら
ず
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、
こ
の
よ
う
な
方
た
ち
が
一
人
も
存
在
し
な
い
よ
う

な
社
会
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
誰
も

が
気
軽
に
商
品
を
販
売
で
き
、
そ
の
商
品
を
購
入
し
た

消
費
者
は
笑
顔
に
な
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
笑
顔
を
見
た

生
産
者
は
嬉
し
く
な
り
、
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
え
、
笑

顔
に
な
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
笑
顔
の
輪
が
広
が
れ
ば
、

と
て
も
素
敵
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。 

 

そ
の
た
め
に
私
は
、
こ
れ
か
ら
生
産
者
の
方
に
お
会

い
で
き
た
ら
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
緒
に
伝

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
に
こ
に
こ
笑
顔
で
、 

 

「
美
味
し
か
っ
た
よ
！
」 

と
。 
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京
都
府
市
町
村
教
育
委
員
会 

連
合
会
会
長
賞 

「
自
分
っ
て
ど
れ
？
」 

亀
岡
市
立
東
輝
中
学
校 

３
年 

 

西 

村 

天 

志 

 

友
達
の
前
の
自
分
。
家
族
の
前
の
自
分
。
一
人
の
と

き
の
自
分
。
皆
さ
ん
は
、
本
当
の
「
自
分
」
が
ど
れ

か
、
知
っ
て
い
ま
す
か
。
僕
は
、
中
学
生
に
な
り
様
々

な
こ
と
に
興
味
や
疑
問
を
持
つ
う
ち
に
、
「
自
分
と
い

う
存
在
」
に
、
思
い
煩
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

 

中
学
生
の
道
徳
に
「
が
ん
ば
れ 

お
ま
え
」
と
い
う

教
材
が
あ
り
ま
す
。
高
校
に
入
り
「
お
も
し
ろ
い
や

つ
」
と
人
気
者
に
な
っ
た
主
人
公
で
す
が
、
本
当
は
、

皆
の
前
で
ギ
ャ
グ
を
飛
ば
し
て
い
る
「
お
ま
え
」
を
、

人
前
に
は
出
て
こ
な
い
「
オ
レ
」
が
演
じ
て
い
る
と
い

う
話
で
す
。
友
達
と
い
る
と
き
の
「
お
ま
え
」
と
、
一

人
で
い
る
と
き
の
「
オ
レ
」
、
ど
っ
ち
が
本
当
の
「
自

分
」
な
の
か
葛
藤
す
る
主
人
公
に
、
共
感
を
覚
え
た
の

は
僕
だ
け
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。 

 

僕
が
最
初
に
「
自
分
」
に
つ
い
て
考
え
始
め
た
の

は
、
あ
る
夏
の
日
の
こ
と
で
し
た
。
僕
は
、
そ
の
日
忘

れ
物
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
特
別
心
配

し
た
り
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
そ
の
後
、

教
材
を
ロ
ッ
カ
ー
に
入
れ
っ
ぱ
な
し
で
授
業
を
受
け
る

な
ど
、
ミ
ス
を
続
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
忘
れ
物
を
引

き
ず
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
、
友
達

か
ら
何
気
な
い
一
言
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

「
何
か
い
つ
も
の
お
ま
え
に
し
た
ら
変
だ
な
」 

 

そ
の
時
か
ら
僕
は
、
そ
の
言
葉
に
と
り
つ
か
れ
た
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
少
し
で
も
ミ
ス
を
す
る
と
自
分
に

苛
立
ち
、
自
分
が
自
分
じ
ゃ
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
の

で
す
。
「
普
段
通
り
の
自
分
」
で
な
け
れ
ば
自
分
は
周

り
か
ら
自
分
だ
と
認
め
ら
れ
な
い
と
ま
で
思
う
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
気
持
ち
は
だ
ん
だ

ん
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
た
、
何
を
し
て
い

て
も
誰
と
い
て
も
、
ど
れ
が
自
分
な
の
か
分
か
ら
な

い
、
本
当
に
こ
れ
は
「
自
分
」
な
の
か
、
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
あ
る
日
、
僕
は
あ
る
言
葉
に
出
会
い
ま
し

た
。
「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
釈
迦
が
誕
生
し
た
時
に

言
っ
た
と
さ
れ
る
言
葉
で
す
。
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
と

き
、
「
こ
の
世
界
で
自
分
だ
け
が
偉
い
」
と
い
う
こ
と

だ
と
思
う
人
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
し
か
し
、
本
当
の
意
味
は
「
天
上
天
下
に
た
だ
一

人
で
あ
る
、
誰
と
も
代
わ
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
間
と

し
て
こ
の
命
の
ま
ま
に
尊
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ

ま
り
、
自
分
は
自
分
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

僕
は
こ
の
言
葉
に
救
わ
れ
ま
し
た
。
真
っ
黒
で
ど
こ

に
道
が
あ
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
世
界
に
、
一
筋
の
光

が
差
し
た
気
が
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
と
り
つ

か
れ
て
い
た
「
自
分
と
は
ど
れ
な
の
か
」
と
い
う
問
い

が
、
と
て
も
馬
鹿
ら
し
く
な
っ
た
の
で
す
。 

 

自
分
が
自
分
じ
ゃ
な
い
？
そ
ん
な
わ
け
が
な
い
。
自

分
の
意
思
で
ず
っ
と
動
い
て
い
た
く
せ
に
。
自
分
の
振

る
舞
い
を
決
め
る
の
は
、
自
分
で
し
か
な
い
く
せ
に
。

友
達
の
前
の
自
分
。
家
族
の
前
の
自
分
。
一
人
の
と
き

の
自
分
。
そ
れ
ぞ
れ
を
別
々
の
存
在
か
の
よ
う
に
勝
手

に
錯
覚
し
て
い
た
だ
け
で
、
結
局
そ
れ
は
自
分
で
し
か

な
い
。
誰
よ
り
も
自
分
を
見
て
き
た
は
ず
の
自
分
が
、

自
分
の
こ
と
を
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
友
達
の
た
っ
た
一

つ
の
言
葉
に
因
わ
れ
る
な
ん
て
、
そ
ん
な
お
か
し
な
話

が
あ
っ
て
い
い
の
か
と
・
・
・
。 

 

そ
の
日
か
ら
僕
は
、
今
ま
で
ず
っ
と
見
て
き
た
は
ず

の
景
色
が
明
る
く
見
え
、
「
自
分
」
と
い
う
も
の
に
自

信
が
も
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ボ
ー
ッ
と
し
て
い

る
自
分
も
、
ち
ょ
っ
と
無
理
し
て
い
る
自
分
も
、
成
功

に
喜
ぶ
自
分
も
、
自
分
の
一
面
で
あ
り
幅
で
も
あ
り
、

可
能
性
な
の
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
僕
達
は
、
様
々
な
こ
と
に
悩
ん
だ
り
疑
問

を
も
っ
た
り
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
と
、
生
き
て
い
る
以
上

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
つ
ま
ず
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で

も
、
自
分
を
見
失
う
こ
と
を
せ
ず
、
こ
の
世
界
に
た
だ
一

人
で
あ
る
誰
と
も
代
わ
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
間
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
よ
う
と
思
い
ま
す
。
人
生
の
終
わ

り
ま
で
ず
っ
と
一
緒
の
「
自
分
」
。
そ
ん
な
「
自
分
」
に

つ
い
て
も
っ
と
知
り
、
も
っ
と
考
え
、
探
し
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 
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京
都
府
青
少
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育
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協
会
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長
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励
賞 

「
大
切
な
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」 
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鶴
市
立
加
佐
中
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校 

３
年 

 

藤 

本 

明 

柚 

 

私
の
父
は
、
昨
年
七
月
に
亡
く
な
っ
た
。
死
因
は
肺
炎

だ
っ
た
。 

 

亡
く
な
る
半
年
前
の
一
月
、
父
が
急
に
倒
れ
た
と
電
話

が
来
た
。
母
が
急
い
で
父
の
も
と
へ
向
か
っ
た
。
家
に
残

っ
て
い
た
私
と
兄
も
タ
ク
シ
ー
で
病
院
へ
向
か
っ
た
。
病

院
で
、
母
が
待
っ
て
い
る
所
へ
行
く
と
、
母
は
鼻
を
す
す

っ
て
お
り
、
目
も
赤
く
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
見
て
、
私

も
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
姉
と
も
う

一
人
の
兄
も
駆
け
つ
け
て
き
た
。
父
の
治
療
が
終
わ
る
ま

で
、
不
安
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
父
が
治
療
室
か
ら
出
て

き
た
と
き
に
は
、
家
族
み
ん
な
で
父
の
そ
ば
に
よ
っ
て
泣

い
た
。 

 

父
が
倒
れ
た
原
因
は
脳
内
出
血
だ
っ
た
。
父
の
意
識
が

戻
っ
て
、
家
に
帰
れ
る
ま
で
回
復
し
た
と
し
て
も
、
手
足

を
動
か
せ
る
可
能
性
は
低
い
と
医
師
に
言
わ
れ
た
。
そ
れ

で
も
、
父
が
家
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
、

私
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。 

 

父
の
入
院
中
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
一

度
も
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
母
だ
け
は
た
ま
に
会

い
に
行
く
こ
と
が
で
き
て
い
た
の
で
、
そ
の
お
か
げ
で
父

の
状
態
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
母
は
、
父
は
し
ゃ
べ
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
話
し
か
け
る
と
少
し
う

れ
し
そ
う
に
笑
っ
て
い
た
と
教
え
て
く
れ
た
。
私
は
そ
の

話
を
聞
い
て
、
父
の
意
識
が
戻
っ
て
よ
か
っ
た
と
安
心
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
し
ゃ
べ
れ
な
い
く
ら
い
大

変
な
状
態
な
の
か
と
心
配
し
た
。
そ
れ
で
も
私
は
「
お
父

さ
ん
が
帰
っ
て
き
た
ら
、
な
に
を
し
た
ら
い
い
ん
や
ろ
。
」

と
か
、
「
車
椅
子
生
活
な
ん
か
な
。
」
と
か
「
お
父
さ
ん

が
帰
っ
て
き
た
ら
テ
レ
ビ
独
占
さ
れ
て
、
見
た
い
番
組
が

見
れ
な
く
な
り
そ
う
。
」
な
ど
、
父
が
帰
っ
て
き
た
ら
、

の
こ
と
を
た
く
さ
ん
考
え
て
い
た
。 

 
七
月
、
病
院
か
ら
電
話
が
来
て
、
急
い
で
車
に
乗
り
込

ん
だ
。
車
の
中
で
、
母
が
、
「
お
父
さ
ん
の
呼
吸
が
苦
し

そ
う
ら
し
い
。
」
と
言
っ
て
い
た
。
私
は
そ
れ
を
聞
い
て
、

父
は
今
、
ど
ん
な
状
態
な
の
か
。
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の

か
。
な
ど
、
色
々
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
。 

 

急
い
で
父
の
い
る
病
室
に
行
く
と
、
父
は
も
う
亡
く
な

っ
て
い
た
。
結
局
、
父
が
倒
れ
て
か
ら
、
私
は
父
と
一
度

も
話
す
こ
と
は
な
く
、
も
う
一
度
会
う
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
亡
く
な
っ
た
後
だ
っ
た
。 

 

今
で
は
と
っ
く
に
心
の
整
理
も
つ
い
て
い
る
。
家
族
と

も
父
の
昔
話
や
、
も
し
父
が
生
き
て
い
た
ら
・
・
・
な
ど
、

笑
い
な
が
ら
父
の
こ
と
を
話
し
て
い
る
。
け
れ
ど
、
私
は

父
が
倒
れ
て
、
そ
し
て
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
た
く
さ
ん
後

悔
し
た
。 

 

私
の
父
は
と
て
も
厳
し
い
人
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
食
事

中
に
姿
勢
を
崩
す
だ
け
で
も
叱
ら
れ
た
。
私
は
厳
し
い
父

に
反
発
し
て
無
視
を
し
た
り
、
反
抗
し
た
り
し
て
た
く
さ

ん
叱
ら
れ
た
。
だ
か
ら
、
父
が
仕
事
で
不
在
の
日
は
嬉
し

か
っ
た
し
、
仕
事
が
休
み
の
日
は
残
念
だ
な
と
思
う
こ
と

も
あ
っ
た
。 

 

け
れ
ど
、
父
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
後
悔

し
た
。
も
っ
と
ち
ゃ
ん
と
父
と
話
し
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
。
わ
が
ま
ま
ば
か
り
言
わ
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
。
と
、

た
く
さ
ん
後
悔
し
た
。
父
は
私
を
愛
し
て
く
れ
て
い
た

し
、
厳
し
か
っ
た
の
も
私
の
た
め
だ
。 

 

私
は
父
が
元
気
だ
っ
た
こ
ろ
、
父
を
避
け
て
い
た
く
せ

に
父
に
会
い
た
い
、
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

私
に
と
っ
て
大
切
な
存
在
だ
っ
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、

父
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
実
感
し
た
。 

 

私
は
も
う
一
度
だ
け
、
父
に
会
う
こ
と
が
で
き
る
の
な

ら
ば
、
「
ご
め
ん
な
さ
い
。
あ
り
が
と
う
。
」
と
一
言
だ

け
で
い
い
か
ら
言
い
た
い
。
も
し
そ
れ
を
言
う
こ
と
が
で

き
た
な
ら
ば
、
父
は
笑
う
の
だ
ろ
う
か
。
今
更
考
え
て
も

仕
方
の
な
い
こ
と
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
を
た
く
さ
ん

考
え
て
し
ま
う
。 

 

皆
さ
ん
に
は
、
も
し
大
切
な
人
と
会
え
な
く
な
っ
て
し

ま
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
時
、
も
っ
と
あ
あ
し
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
。
こ
う
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
、
後
悔
す

る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
で
ほ
し
い
。
あ
な
た
を
大
切
に

思
っ
て
く
れ
て
い
る
人
、
あ
な
た
に
と
っ
て
大
切
な
人
と

の
時
間
を
し
っ
か
り
と
か
み
し
め
て
過
ご
し
て
ほ
し
い
。

言
葉
に
し
て
言
い
た
い
こ
と
を
伝
え
、
後
悔
し
な
い
道
を

進
ん
で
ほ
し
い
。
私
も
こ
れ
か
ら
、
大
切
な
人
と
の
時
間

を
か
み
し
め
、
後
悔
し
な
い
道
を
進
ん
で
い
き
た
い
。 
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京
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校 
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栗 

山 

侑 

夏 

 

私
の
大
切
な
人
は
、
太
陽
の
よ
う
な
人
で
す
。
い
つ
も

笑
顔
で
明
る
く
て
、
娘
の
私
の
こ
と
を
中
学
生
の
子
ど
も

と
し
て
で
は
な
く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
見
、
関
わ
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
悪
い
こ
と
を
し
た
ら
叱
っ
て
く
れ
、
良
い
こ
と

を
し
た
ら
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

私
に
し
た
い
こ
と
が
あ
る
時
は
、
や
り
遂
げ
る
ま
で
ず
っ

と
見
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
人
に
応
援
さ
れ
る
だ
け

で
、
私
は
自
信
を
持
っ
て
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
学

校
の
入
学
式
で
私
が
代
表
の
挨
拶
を
し
た
時
も
、
小
学
校

の
児
童
会
の
活
動
で
み
ん
な
の
前
に
立
っ
て
発
表
し
た
時

も
、
最
後
ま
で
見
守
り
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
そ
の
人
、
母
は
、
も
う
い
ま
せ
ん
。
昨
年
の
九

月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
何
か
あ
っ
た
ら
い
つ
で
も
一
番

に
相
談
し
て
き
た
の
に
、
今
は
話
す
こ
と
も
触
れ
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。
母
は
病
気
に
か
か
り
、
元
気
に
な
ろ
う
と

治
療
を
続
け
ま
し
た
。
苦
し
む
姿
や
泣
い
て
い
る
姿
は
ほ

と
ん
ど
見
せ
ず
、
最
後
ま
で
気
丈
に
病
気
と
闘
っ
た
母
で

し
た
。 

 

母
が
病
気
だ
と
知
っ
た
の
は
、
私
が
中
学
一
年
の
夏
の

こ
と
で
し
た
。
入
院
が
決
ま
っ
て
も
、
私
に
は
そ
の
深
刻
さ

が
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
入
院
だ

っ
た
の
で
面
会
は
で
き
ず
、
母
と
は
毎
日
電
話
で
話
し
ま

し
た
。
家
族
に
対
し
て
の
愚
痴
、
学
校
で
あ
っ
た
嫌
な
こ

と
、
つ
い
て
い
け
な
い
勉
強
が
あ
っ
て
困
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
止
ま
ら
な
い
私
の
話
を
、
母
は
聞
き
続
け
て
く
れ
ま

し
た
。
今
を
生
き
る
の
に
必
死
だ
っ
た
は
ず
の
母
は
、
か
け

が
え
の
な
い
命
の
時
間
を
、
私
の
た
め
に
削
っ
て
く
れ
た

の
で
す
。 

 

自
宅
療
養
で
家
に
い
る
時
の
母
は
、
病
気
に
な
る
前
と

変
わ
ら
な
い
笑
顔
で
、
私
が
落
ち
込
ん
で
い
た
り
す
る
と
、

こ
ん
な
言
葉
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。「
朝
起
き
ら
れ
た
だ

け
で
百
点
！
」
「
人
と
比
べ
な
く
て
い
い
。
侑
夏
が
前
よ
り

成
長
し
て
い
た
ら
い
い
ん
や
で
。
」
母
は
、
あ
た
り
前
の
こ

と
が
で
き
て
い
る
だ
け
で
、
と
て
も
褒
め
て
く
れ
た
の
で

す
。 

 

中
で
も
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、「
侑
夏
は
侑
夏
ら

し
く
生
き
や
！
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
学
校
に
行
き
た
く
な

く
て
相
談
し
た
、
あ
る
朝
の
こ
と
で
し
た
。
普
通
な
ら
、「
そ

ん
な
ん
あ
か
ん
。
」
と
か
「
早
く
行
き
な
さ
い
。
」
と
言
わ

れ
、
怒
ら
れ
る
の
が
嫌
で
仕
方
な
く
家
を
出
る
人
も
い
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
母
は
、
「
ど
う
し
て
行
き
た
く
な
い

の
？
」
と
理
由
を
聞
い
て
く
れ
、
「
な
ら
、
今
日
休
ん
だ
ら

ど
う
良
く
な
る
の
？
」
と
言
っ
て
私
に
考
え
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
嫌
な
こ
と
か
ら
逃
げ
た
っ
て
何
も

変
わ
ら
な
い
。
」
と
納
得
し
た
私
は
、「
や
っ
ぱ
り
行
こ
う
。
」

と
家
を
出
た
の
で
す
。
そ
の
時
母
は
に
っ
こ
り
笑
っ
て
、

「
侑
夏
は
侑
夏
ら
し
く
生
き
や
！
ず
っ
と
応
援
し
て
る
。
」

と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
し
た
。
他
の
人
か
ら
見
れ
ば
変
な

親
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
母
が
私
は
大
好
き
で
す
。 

 

い
つ
も
笑
顔
で
、
そ
こ
に
居
て
く
れ
る
だ
け
で
周
り
の

人
を
笑
顔
に
し
、
生
き
て
い
る
だ
け
で
百
点
だ
と
い
う
こ

と
を
教
え
て
く
れ
た
母
。
最
後
ま
で
生
き
る
こ
と
を
諦
め

ず
、
病
気
と
闘
っ
て
命
の
火
を
燃
や
し
続
け
た
母
。
痛
み
止

め
の
薬
で
眠
っ
て
い
る
時
が
多
く
な
っ
て
も
、
人
は
生
き

て
い
る
そ
の
こ
と
が
尊
い
こ
と
を
教
え
、
病
院
よ
り
家
で
、

私
た
ち
家
族
の
そ
ば
で
頑
張
る
こ
と
を
選
ん
だ
母
。
人
の

命
の
重
さ
、
尊
さ
、
そ
し
て
、
そ
の
終
わ
り
方
ま
で
教
え
て

く
れ
た
母
の
こ
と
を
、
私
は
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。 

 

母
と
会
え
な
く
な
っ
て
、
も
う
一
年
で
す
。
今
年
は
中
学

三
年
生
で
受
験
生
の
私
に
は
、
進
路
選
択
と
い
う
大
き
な

出
来
事
も
待
っ
て
い
ま
す
。
人
が
う
ら
や
ま
し
く
な
っ
た

り
、
不
安
に
な
っ
た
り
し
て
、
気
持
ち
の
晴
れ
な
い
日
も
あ

り
ま
す
。
で
も
、
そ
ん
な
時
ほ
ど
母
の
あ
の
言
葉
を
思
い
出

す
の
で
す
。「
侑
夏
は
侑
夏
ら
し
く
生
き
や
！
ず
っ
と
応
援

し
て
る
。
」
そ
う
で
す
。
迷
う
の
も
悩
む
の
も
、
私
が
生
き

て
い
れ
ば
こ
そ
で
す
。
人
と
比
べ
な
く
て
い
い
の
で
す
。
私

は
私
ら
し
く
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
納
得
の
い
く
答

え
を
出
し
て
い
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
百
点
満
点
な
の
で

す
。
母
は
私
に
と
っ
て
の
太
陽
、
道
し
る
べ
。
い
つ
か
母
の

よ
う
に
な
れ
る
と
信
じ
、
こ
れ
か
ら
も
私
は
、
心
の
中
の
太

陽
を
頼
り
に
前
進
し
ま
す
。 

 

私
の
大
切
な
人
の
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
。

皆
さ
ん
の
心
の
中
に
、
太
陽
の
よ
う
な
人
は
い
ま
す
か
。 
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ペ
ッ
ト
を
飼
う
。
こ
の
言
葉
に
私
は
違
和
感
を
覚
え

た
。
そ
の
違
和
感
の
正
体
は
何
な
の
か
。
追
求
す
る
こ

と
に
す
る
。
「
飼
う
」
と
い
う
言
葉
の
辞
書
的
な
意
味

は
、
食
べ
物
を
与
え
て
養
い
育
て
る
、
飼
育
す
る
と
い

う
意
味
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
で
は
、
「
ペ
ッ

ト
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。 

 

私
は
現
在
、
二
匹
の
猫
と
暮
ら
し
て
い
る
。
ま
さ
し

く
ペ
ッ
ト
だ
。
ペ
ッ
ト
を
も
の
と
し
て
扱
っ
た
り
、
飼

育
す
る
だ
け
の
存
在
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
。
だ
か

ら
、
ペ
ッ
ト
と
し
て
家
で
暮
ら
し
て
い
る
動
物
の
命
に

責
任
を
持
つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ペ
ッ
ト
が
幸
せ

に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
を
、
こ
れ
か
ら
作
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
。
私
が
こ
の
よ
う
な

考
え
方
に
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
、
「
ペ
ッ
ト
を
飼

う
」
と
い
う
言
葉
に
感
じ
る
違
和
感
か
ら
だ
。
な
ぜ
な

ら
、
「
ペ
ッ
ト
を
飼
う
」
に
繋
が
る
の
は
「
養
う
」
と

い
う
義
務
感
で
あ
り
、
人
間
の
所
有
物
の
よ
う
に
感
じ

る
か
ら
だ
。 

 

現
に
、
犬
や
猫
は
人
間
の
所
有
物
の
よ
う
な
扱
い
を

受
け
て
い
る
。
そ
の
例
の
一
つ
と
し
て
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
で
の
動
物
の
販
売
が
挙
げ
ら
れ
る
。
皆
さ
ん
は
、

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
売
れ
残
っ
た
犬
や
猫
が
ど
う
な
る

か
、
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。 

 

一
般
的
な
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
場
合
、
犬
や
猫
を
繁

殖
さ
せ
て､

そ
れ
ら
を
売
る
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
返
還
し
た

り
、
実
験
用
の
動
物
と
し
て
売
却
さ
れ
た
り
す
る
。
今

ま
で
は
、
た
く
さ
ん
の
犬
や
猫
が
保
健
所
に
持
ち
込
ま

れ
て
い
た
が
、
動
物
愛
護
法
に
よ
り
、
そ
れ
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
良
い
こ
と
で
も
あ

る
が
、
悪
質
な
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
返
還
さ
れ
た
場
合
は
、

「
引
き
取
り
屋
」
に
売
ら
れ
、
犬
や
猫
が
檻
の
中
で
死

ぬ
ま
で
放
置
さ
れ
る
事
態
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。 

 
私
は
こ
の
状
況
を
、
絶
対
に
失
く
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
し
ま
う
原
因
と

し
て
、
人
間
と
犬
や
猫
で
命
の
重
さ
の
区
別
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
誰
も
が
知
っ
て
い
る

通
り
、
犬
や
猫
よ
り
も
人
間
の
方
が
力
が
強
く
、
知
能

も
高
い
。
だ
か
ら
、
「
強
い
立
場
に
い
る
」
と
い
う
単

純
な
理
由
で
、
た
く
さ
ん
の
犬
や
猫
の
命
が
奪
わ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
こ
の
事
態
を
真
逆
に
向
け
る
こ
と
も

で
き
る
と
思
う
。
人
間
の
方
が
力
が
強
く
、
知
能
が
高

い
か
ら
こ
そ
、
弱
い
立
場
に
い
る
犬
や
猫
を
助
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。
現
状
か
ら
考
え
る
と

難
し
い
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
動
物
の
権
利
、
福

祉
に
つ
い
て
考
え
、
犬
や
猫
の
里
親
を
探
し
て
く
れ
る

人
や
、
保
護
し
て
助
け
て
く
れ
る
人
も
た
く
さ
ん
い
る

た
め
、
決
し
て
不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
。 

 

実
際
に
、
ペ
ッ
ト
先
進
国
と
呼
ば
れ
る
国
々
で
は
、

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
犬
や
猫
を
販
売
す
る
こ
と
自
体
を

禁
止
し
て
い
る
。
他
に
も
、
動
物
の
殺
処
分
施
設
が
な

か
っ
た
り
、
自
分
で
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
元
へ
行
き
譲
っ
て

も
ら
っ
た
り
す
る
。
さ
ら
に
、
「
人
間
と
ペ
ッ
ト
が
共

存
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
守
る
必
要
が
あ
る
も

の
」
と
い
う
視
点
で
、
ペ
ッ
ト
に
関
す
る
法
律
が
定
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
ほ
ど
だ
。 

 

私
は
ペ
ッ
ト
先
進
国
で
は
、
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト

が
人
間
と
同
じ
よ
う
に
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
な

が
ら
も
、
強
く
共
感
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
日
本
で
も
、

犬
や
猫
を
守
る
取
組
を
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
「
ペ
ッ
ト
を
飼
う
」
と
い
う
言

葉
に
違
和
感
を
持
つ
こ
と
が
な
く
な
る
の
だ
と
考
え

た
。
ペ
ッ
ト
を
家
族
と
し
て
迎
え
た
人
達
が
、
皆
当
た

り
前
に
命
に
責
任
を
持
ち
、
大
切
に
で
き
る
よ
う
に
な

る
か
ら
だ
。 

 

私
は
、
ペ
ッ
ト
の
権
利
、
福
祉
の
向
上
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
、
今
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
猫
を
、
何
よ
り

も
大
切
に
し
よ
う
と
思
う
。
災
害
が
起
き
た
時
に
一
緒

に
避
難
で
き
る
場
所
を
探
し
た
り
、
絶
対
に
家
の
外
に

出
さ
な
い
よ
う
に
し
た
り
す
る
な
ど
、
ま
ず
は
小
さ
い

こ
と
か
ら
始
め
、
継
続
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
新
し

く
犬
や
猫
を
迎
え
る
際
に
は
、
里
親
を
探
し
て
い
る
保

護
施
設
に
足
を
運
ん
で
み
た
い
と
思
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
、
犬
や
猫
が
犠
牲
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
一
人
一
人

が
今
の
現
状
に
目
を
向
け
、
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
、
私
は
考
え
る
。
こ
の
主
張
を
、
少
し
で

も
多
く
の
人
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
今
ま
で
動

物
愛
護
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
人
に
も
、

考
え
る
機
会
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
会
長
賞 

「
男
女
差
別
の
な
い
社
会
を
」 

京
都
府
立
福
知
山
高
等
学
校 

附
属
中
学
校 

３
年 

 

塩 

見 

理 

桜 

 

私
の
性
別
は
女
性
で
あ
る
。
私
は
生
ま
れ
て
十
五
年
、

性
差
別
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
。
先
日
、
歴
史
の
授
業

で
一
九
二
五
年
に
普
通
選
挙
法
が
制
定
さ
れ
た
と
学
ん

だ
。
普
通
と
い
う
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
選
挙
権
は
満
二
十
五
歳
以
上
の
全
て
の
男
子
の
み
で

あ
っ
た
。
私
は
衝
撃
を
受
け
た
。
女
子
に
選
挙
権
が
な
い

こ
と
が
こ
の
時
代
に
は
「
普
通
」
で
あ
っ
た
の
か
。
し
か

も
そ
の
法
律
名
を
国
が
名
付
け
て
い
る
。
こ
れ
は
国
自
体

が
当
た
り
前
の
よ
う
に
男
女
差
別
を
行
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
私
は
母
に 

「
昔
は
女
性
差
別
が
あ
っ
た
ん
だ
っ
て
。
」
と
い
う
と
、 

「
あ
な
た
が
知
ら
な
い
だ
け
で
今
も
差
別
は
あ
る
の

よ
。
」 

と
い
っ
て
あ
る
ネ
ッ
ト
の
記
事
を
見
せ
て
く
れ
た
。
そ
こ

に
は
某
大
学
の
医
学
部
を
受
験
し
た
女
性
た
ち
が
性
別

を
理
由
に
入
試
で
不
利
に
扱
わ
れ
た
と
し
損
害
賠
償
を

求
め
た
裁
判
の
記
事
だ
っ
た
。
東
京
地
裁
は
大
学
に
対
し

支
払
い
を
命
じ
た
。
そ
の
中
の
女
性
の
一
人
が
、 

「
医
者
へ
の
道
を
閉
ざ
さ
れ
て
泣
く
泣
く
別
の
人
生
を

歩
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
」
と
コ
メ

ン
ト
を
し
て
い
た
。
私
は
自
然
と
涙
が
溢
れ
て
き
た
。
私

は
受
験
と
い
う
も
の
は
誰
も
が
平
等
で
あ
る
と
疑
っ
た

こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
の
女
性
は
男
性
以
上
の
点
数
を
取

っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
夢
を
諦
め
た
と
い
う
事
実
が

あ
る
と
知
り
、
私
は
や
る
せ
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
将

来
私
も
同
じ
よ
う
な
経
験
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う

考
え
る
だ
け
で
、
生
き
る
こ
と
が
怖
く
な
っ
た
。 

 

で
は
な
ぜ
女
性
は
差
別
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
か
。
理
由
と
し
て
女
性
に
は
妊
娠
、
出
産
を
経
験

し
、
職
場
を
一
時
的
に
離
れ
る
人
や
辞
め
る
人
が
多
く
、

ま
た
男
性
よ
り
体
力
が
な
い
と
い
う
原
因
も
あ
げ
ら
れ

る
。
し
か
し
、
女
性
特
有
の
病
気
な
ど
は
女
性
医
師
の
方

が
理
解
で
き
、
患
者
も
同
性
の
方
が
安
心
し
て
診
察
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
妊
娠
、
出
産
で
仕
事
を
離

れ
る
こ
と
に
対
し
て
は
も
っ
と
国
や
自
治
体
が
働
き
や

す
い
環
境
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
個
人

レ
ベ
ル
の
問
題
と
し
て
捉
え
ず
社
会
全
体
の
問
題
と
し

て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。 

 

以
前
、
祖
母
が
、 

「
努
力
と
い
う
漢
字
が
嫌
い
な
の
よ
ね
。
だ
っ
て
、
努
力

の
努
っ
て
女
が
つ
い
て
い
る
で
し
ょ
。
努
力
っ
て
女
が
し

な
き
ゃ
い
け
な
い
も
の
み
た
い
よ
ね
。
」
と
呟
い
た
こ
と

を
ふ
と
思
い
出
し
た
。
そ
こ
で
、
女
偏
の
漢
字
を
調
べ
て

み
た
。
女
偏
の
漢
字
に
は
「
嬉
」
や
「
始
」
な
ど
の
良
い

意
味
を
持
っ
た
漢
字
も
少
し
は
あ
る
が
「
嫉
妬
」
や
「
媚
」

な
ど
の
悪
い
イ
メ
ー
ジ
の
漢
字
が
多
い
こ
と
に
気
づ
い

た
。
男
女
関
係
な
く
嫉
妬
も
す
れ
ば
人
に
媚
び
る
こ
と
も

あ
る
。
こ
れ
は
普
通
選
挙
法
と
同
様
に
漢
字
が
作
ら
れ
た

古
来
か
ら
女
性
は
軽
視
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
い
っ
そ
の
こ
と
男
、
女
を
含
ま
ず
人
編
に

変
え
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。 

 

こ
こ
ま
で
女
性
差
別
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
が
、
逆
に

男
性
は
差
別
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
男
性
も
差
別

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
女
性
車
両
は
あ
る
の
に
男
性
車
両

は
な
い
。
女
性
は
痴
漢
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
女
性
車
両
が

あ
り
安
心
し
て
電
車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

男
性
も
痴
漢
の
冤
罪
被
害
に
遭
う
リ
ス
ク
も
あ
り
、
男
性

車
両
を
望
ん
で
い
る
人
も
い
る
と
思
う
。
身
近
な
と
こ
ろ

で
は
私
の
中
学
で
は
女
子
は
制
服
の
ス
カ
ー
ト
と
ズ
ボ

ン
の
好
き
な
方
を
選
べ
る
が
男
性
は
ズ
ボ
ン
し
か
選
択

で
き
な
い
。
こ
れ
も
差
別
と
み
な
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。 

 

し
か
し
、
こ
の
問
題
は
考
え
て
い
け
ば
い
く
ほ
ど
、
男

女
差
別
と
男
女
区
別
の
境
界
線
が
曖
昧
で
あ
り
、
問
題
を

難
化
さ
せ
て
い
る
。
た
だ
言
え
る
こ
と
は
、
私
は
女
性
だ

か
ら
男
性
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
何
か
を
諦
め
る
よ
う

な
世
の
中
に
は
し
た
く
な
い
。
女
性
で
も
男
性
で
も
得
意

な
こ
と
も
あ
れ
ば
苦
手
な
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
人
の
特
技

や
個
性
を
活
か
し
て
実
力
が
発
揮
で
き
る
世
の
中
に
し

て
い
き
た
い
。
全
て
の
人
が
未
来
に
希
望
を
持
て
る
社
会

を
目
指
し
て
。 
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京
都
府
公
立
中
学
校
長
会
会
長
賞 

「
大
江
か
ら
発
信
！ 

寛
容
さ
に
あ
ふ
れ
る
社
会
」 

福
知
山
市
立
大
江
中
学
校 

３
年 

 

真 

下 

夏 

希 

 

皆
さ
ん
は
今
、
幸
せ
で
す
か
。
私
は
毎
日
が
と
て
も
幸

せ
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
学
校
に
行
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
勉
強

が
で
き
た
り
、
友
達
と
話
し
た
り
、
大
好
き
な
家
族
と
お

い
し
い
も
の
を
一
緒
に
食
べ
た
り
で
き
る
な
ど
、
充
実
し

た
毎
日
が
送
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
日
本
で
は
、
衣
食
住

に
困
ら
ず
生
活
で
き
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ま
た
、「
コ

ロ
ナ
収
束
後
に
訪
れ
た
い
国
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
日
本
は
一

位
と
聞
き
、
日
本
は
本
当
に
素
敵
な
国
な
ん
だ
と
思
い
ま

す
。 

 

そ
ん
な
日
本
に
つ
い
て
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
記
事
を
見

ま
し
た
。
「
世
界
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、
な
ん
と

日
本
は
五
十
四
位
な
の
で
す
。
誇
ら
し
き
こ
の
日
本
が
な

ぜ
こ
ん
な
に
幸
福
度
が
低
い
の
か
と
不
思
議
に
感
じ
て

調
べ
て
み
る
と
「
他
者
へ
の
不
寛
容
さ
」
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
、
自
分
な

り
に
考
え
て
み
ま
し
た
。 

 

こ
の
国
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
書
き
込
み
の
問
題
が
よ
く

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
意
見
や
考
え
と
違

う
こ
と
に
つ
い
て
ひ
ぼ
う
中
傷
し
、
炎
上
す
る
こ
と
を
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
傷
つ
い
て
自
殺
者
が
出
る

と
い
う
悲
劇
ま
で
起
き
て
い
ま
す
。
ス
マ
ホ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は

便
利
な
も
の
だ
け
ど
、
思
い
や
り
の
な
い
言
葉
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
人
も
多
く
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

自
分
の
こ
と
に
置
き
換
え
て
も
私
は
学
校
で
言
い
た

い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
か
自
信
が

な
か
っ
た
り
、
後
で
陰
口
を
言
わ
れ
な
い
か
と
心
配
で
、

言
う
べ
き
こ
と
が
言
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
互
い

に
寛
容
的
で
安
心
し
て
や
り
と
り
で
き
る
集
団
に
は
な

れ
て
い
な
い
ん
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
私
は
、
生
徒
会
副
会
長
と
し
て
大
江
中
の
み
ん

な
が
楽
し
く
快
適
に
安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
集

団
に
な
る
た
め
の
活
動
を
こ
の
一
年
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
生
徒
会
本
部
で
相
談
し
、
”T

a
k
e
A
c
t
i
o
n

！

”
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
ま
し
た
。
み
ん
な
一
人
一

人
良
い
学
校
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
て
も
行
動

に
移
せ
な
い
弱
さ
を
克
服
し
よ
う
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。 

 

一
学
期
の
ス
タ
ー
ト
で
は
挨
拶
や
感
謝
を
自
分
か
ら

表
せ
る
「
感
じ
の
良
い
集
団
」
に
な
ろ
う
と
提
案
し
、「
ラ

ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
」
と
い
う
取
組
の
名
前
を
つ
け
て
、
朝
の

挨
拶
、
会
釈
、
授
業
の
号
令
、
い
た
だ
き
ま
す
、
あ
り
が

と
う
、
来
客
の
方
へ
の
対
応
、
そ
し
て
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト

と
い
う
七
つ
の
項
目
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
挨
拶
や
感
謝

は
言
う
方
も
言
わ
れ
る
方
も
気
持
ち
が
良
く
、
幸
せ
な
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。
全
校
の
仲
間
も
こ
の
こ
と
を
意
識
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
少
し
ず
つ
で
す
が
「
感
じ
の
良

い
」
集
団
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

次
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
修
学
旅
行
を
楽
し
い
も
の

に
す
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
は
「
誰
も
傷
つ
け
な
い
」
と

い
う
楽
し
さ
の
条
件
を
確
認
し
合
い
、
自
分
も
、
仲
間
も
、

行
く
先
々
で
出
会
う
方
々
も
、
誰
一
人
嫌
な
気
持
ち
に
な

ら
な
い
旅
行
を
目
指
し
ま
し
た
。
そ
し
て
行
く
先
々
で
、

「
感
じ
の
良
い
集
団
」
を
振
り
ま
い
て
帰
っ
て
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
本
当
の
楽
し
さ
と
、

感
じ
の
良
い
行
動
を
生
徒
会
活
動
を
通
し
て
全
校
に
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
し

て
、
不
寛
容
な
行
動
が
少
な
く
な
り
、
い
じ
め
や
悲
し
い

出
来
事
が
な
く
な
っ
て
欲
し
い
で
す
。 

 

大
江
中
の
私
た
ち
仲
間
は
卒
業
し
た
後
、
い
つ
か
は
社

会
人
と
し
て
各
地
に
散
ら
ば
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

「
感
じ
の
良
い
集
団
」
を
作
る
発
信
者
に
な
っ
て
い
け
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。 

 

私
は
将
来
保
健
師
に
な
り
、
自
分
を
必
要
と
し
て
く
れ

る
皆
さ
ん
に
幸
せ
に
な
っ
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
健
師
は
寛
容
な
態
度
で
人
々
に
接
す
る
必
要
が
高
い

仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
常
に
相
手
の
気
持
ち

を
考
え
、
お
互
い
に
尊
重
し
合
え
る
関
係
を
作
る
こ
と
に

努
力
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
の
幸
せ
が

こ
の
先
も
ず
っ
と
続
く
自
分
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
五
年
度
、
十
年
後
、
皆
さ
ん
が
ま
ち
で
感
じ

の
良
い
人
を
見
か
け
た
ら
、
「
あ
れ
は
大
江
中
学
校
の
卒

業
生
か
な
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
。 
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京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
会
長
奨
励
賞 

「
三
年
分
の
髪
」 

宮
津
市
立
栗
田
中
学
校 

２
年 

 

髙 

橋 

紗 

依 

 

私
は
、
小
学
四
年
生
の
と
き
か
ら
昨
年
の
夏
休
み
ま
で

の
約
三
年
間
、
誰
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
誰
か
の
た
め
に

頑
張
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
髪
を
伸
ば
す

こ
と
だ
。
み
な
さ
ん
は
、
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言

葉
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、
病
気
や
事
故
な
ど
で
髪
を
失
っ
た
子
ど
も
へ
新
し
く

ウ
ィ
ッ
グ
と
い
う
も
の
を
つ
く
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

が
あ
り
、
そ
こ
へ
髪
を
寄
付
す
る
こ
と
だ
。
私
は
三
年
間
、

自
分
の
髪
を
寄
付
す
る
た
め
に
伸
ば
し
続
け
た
。
寄
付
す

る
た
め
に
必
要
な
髪
の
長
さ
は
三
十
一
セ
ン
チ
と
、
と
て

も
長
い
。 

 

私
が
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ

か
け
は
、
私
が
小
学
五
年
生
の
と
き
に
妹
が
ヘ
ア
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
私
は
妹
の
頭
か
ら
三
十
一

セ
ン
チ
以
上
の
髪
が
切
り
離
さ
れ
る
の
を
見
て
驚
い
た
。 

「
す
ご
い
。
」 

 

長
い
髪
が
切
り
離
さ
れ
、
妹
の
頭
は
一
回
り
小
さ
く
な

っ
た
が
、
な
ぜ
だ
か
そ
の
背
中
は
と
て
も
大
き
く
見
え

た
。
そ
の
姿
を
見
て
か
ら
、
私
も
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

し
よ
う
と
決
意
し
た
。
最
初
の
方
は
、
た
だ
髪
を
伸
ば
せ

ば
い
い
と
思
っ
て
い
た
。
だ
が
、
髪
が
長
く
な
る
に
つ
れ
、

そ
の
重
さ
は
増
し
、
手
入
れ
も
一
苦
労
、
だ
ん
だ
ん
髪
を

の
ば
す
こ
と
が
大
変
に
な
っ
て
き
た
。 

 

そ
ん
な
中
、
あ
る
日
母
が
新
聞
に
載
っ
て
い
た
ヘ
ア
ド

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
人
に
つ
い
て
特
集
し
た
記
事
を
私

に
見
せ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、
「
一
つ
の
ウ
ィ
ッ
グ
を
作

る
の
に
、
三
十
人
ほ
ど
の
髪
が
必
要
」
と
書
か
れ
て
い
た
。 

 

「
三
十
人
・
・
・
。
」 

 

私
は
愕
然
と
し
た
。
て
っ
き
り
私
は
、
一
人
寄
付
し
た

髪
で
一
つ
の
ウ
ィ
ッ
グ
が
作
れ
る
の
だ
と
ば
か
り
思
っ

て
い
た
。 

「
三
十
一
セ
ン
チ
じ
ゃ
足
り
な
い
。
」 

 
こ
の
記
事
を
見
て
か
ら
、
ま
た
再
び
髪
を
伸
ば
そ
う
と

い
う
思
い
に
な
っ
た
。
毎
日
、
毎
日
、
目
に
見
え
な
い
ほ

ど
の
長
さ
し
か
伸
び
な
い
髪
だ
が
、
月
に
一
度
、
母
に
首

か
ら
下
の
髪
の
長
さ
を
測
っ
て
も
ら
い
、
少
し
ず
つ
伸
び

て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。 

 

そ
し
て
つ
い
に
、
小
学
六
年
生
の
終
わ
り
ご
ろ
、
髪
が

三
十
一
セ
ン
チ
ま
で
伸
び
た
。
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
で

も
私
は
、 

「
も
っ
と
伸
ば
し
て
、
で
き
る
だ
け
長
い
髪
を
寄
付
し
た

い
。
」 

 

そ
の
思
い
が
強
か
っ
た
。
髪
は
切
ら
ず
、
そ
の
後
も
伸

ば
し
続
け
た
。
そ
し
て
、
中
学
校
に
入
学
し
、
昨
年
の
夏
。

長
い
髪
で
覆
わ
れ
た
首
は
と
て
も
暑
く
、
夏
休
み
中
に
髪

を
切
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
美
容
院
に
カ
ッ
ト
の
予
約
を

し
、
店
に
向
か
う
途
中
の
車
の
中
、
私
は
何
と
も
言
え
な

い
高
揚
感
に
包
ま
れ
、
心
臓
が
大
き
く
動
い
て
い
る
の
を

感
じ
て
い
た
。 

 

つ
い
に
、
髪
を
切
る
瞬
間
が
き
た
。
長
く
な
っ
た
髪
を

結
ん
で
か
ら
、
ザ
ク
ッ
、
ザ
ク
ッ
と
切
ら
れ
て
い
っ
た
。

頭
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
髪
を
見
た
と
き
、
今
ま
で
大
変
だ

っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
嬉
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き

た
。
結
局
、
短
い
と
こ
ろ
で
三
十
五
セ
ン
チ
、
長
い
と
こ

ろ
で
四
十
三
セ
ン
チ
の
髪
を
寄
付
し
た
。 

 

私
は
今
ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
は
や
っ
た
こ
と
が

な
く
、
こ
こ
ま
で
明
確
に
、
誰
か
の
た
め
に
何
か
を
し
よ

う
と
動
い
た
の
は
、
今
回
の
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
初
め

て
だ
っ
た
。
私
は
、
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
体
験
を

通
し
て
様
々
な
こ
と
を
感
じ
た
。
髪
が
あ
る
と
い
う
こ
と

の
あ
り
が
た
さ
、
そ
し
て
誰
か
の
役
に
立
て
た
と
い
う
こ

と
の
嬉
し
さ
だ
。
こ
の
話
を
聞
い
て
い
る
人
の
中
に
は
、

「
そ
ん
な
、
た
だ
髪
を
切
っ
た
だ
け
で
」
と
思
う
人
も
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
そ
ん
な
こ
と
」
で
社
会

の
役
に
立
て
る
、
人
の
役
に
立
て
る
と
考
え
た
と
き
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
人
の
役
に
立
つ
と
い
う
こ
と
が
、
す
ご
く

身
近
な
も
の
に
感
じ
た
。 

 

髪
を
切
っ
た
後
、
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
取
っ
た

人
の
記
事
を
見
つ
け
た
。
そ
こ
に
は
、
ウ
ィ
ッ
グ
を
付
け

る
ま
で
の
苦
悩
と
、
付
け
た
後
の
前
向
き
な
思
い
が
書
か

れ
て
い
た
。
私
の
贈
っ
た
髪
も
、
誰
か
の
助
け
に
な
れ
た

だ
ろ
う
か
。
記
事
の
続
き
を
読
む
と
、
ウ
ィ
ッ
グ
を
待
っ

て
い
る
子
供
の
数
が
ま
だ
三
百
人
以
上
い
る
と
書
か
れ

て
い
た
。
こ
の
話
を
通
し
て
、
一
人
で
も
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ

ョ
ン
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
。
そ
し
て
、
よ

り
多
く
の
人
が
助
け
合
い
に
参
加
し
や
す
い
社
会
に
な

っ
て
い
け
た
ら
と
感
じ
た
。 

 

助
け
合
い
に
あ
ふ
れ
た
世
の
中
を
目
指
し
て
、
あ
な
た

に
も
き
っ
と
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。 
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Ｓ
京
都
賞 

「
「
非
日
常
」
の
中
で
考
え
た
こ
と
」 

亀
岡
市
立
亀
岡
中
学
校 

３
年 

 

川 

上 

璃 

桜 

 

『
シ
ン
パ
テ
ィ
カ
・
リ
モ
ー
ネ
』—

「
親
し
み
を
感
じ

る
・
人
を
惹
き
つ
け
る
力
が
あ
る
」
と
い
う
意
味
の
イ
タ

リ
ア
語
で
、
忙
し
い
日
常
か
ら
離
れ
て
ゆ
っ
く
り
と
し
た

時
間
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
音
の
響
き
が
よ
く
、
す
て
き
な
名
前
だ
と
思
い
ま

せ
ん
か
？ 

 

料
理
を
作
る
こ
と
が
大
好
き
な
父
が
、
「
自
分
が
作
っ

た
料
理
で
人
を
笑
顔
に
し
た
い
・
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
夢
を
実
現
さ
せ
た
お
店
が
『
リ
モ
ー
ネ
』
で
す
。

お
菓
子
作
り
が
好
き
な
母
と
二
人
で
私
が
生
ま
れ
た
翌

年
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
お
店
を
始
め
た
当
初
は
、

日
々
の
仕
事
に
不
慣
れ
で
あ
る
こ
と
や
、
一
歳
だ
っ
た
私

に
手
が
か
か
る
こ
と
な
ど
大
変
な
こ
と
の
連
続
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
お
店
を
始
め
る
に
あ
た

っ
て
覚
悟
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ば
両
親
に
と
っ

て
は
「
想
定
内
」
。
そ
れ
よ
り
も
、
二
年
前
突
然
世
界
を

震
撼
さ
せ
た
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
脅
威
は
「
想
定

外
」
の
困
難
で
あ
り
、
小
さ
な
お
店
で
あ
る
『
リ
モ
ー
ネ
』

も
こ
の
影
響
を
直
に
う
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
両
親

が
夜
遅
く
ま
で
感
染
防
止
の
た
め
に
奔
走
す
る
姿
に
、
私

も
不
安
で
胸
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
で
し
た
。 

 

お
店
を
守
る
た
め
に
両
親
は
様
々
な
工
夫
を
行
い
ま

し
た
。
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
す
ぐ
に
取
り
入
れ
、
両
親

が
奮
闘
す
る
姿
に
私
も
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
支
給
さ
れ
た
国
か
ら
の
補
助
金
に
助
け
ら
れ

た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

 

連
日
流
れ
て
く
る
ニ
ュ
ー
ス
に
不
安
が
加
速
さ
れ
、
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
著
名
人
の
急
死
を
伝
え

る
報
道
に
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
私
自
身
も
新

し
く
始
ま
る
中
学
校
生
活
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
入
学
式
の
翌
日
か
ら
二
ヶ
月
間
も
休
校
と
な
り
ま
し

た
。
六
月
に
学
校
が
再
開
さ
れ
た
と
き
、
「
当
た
り
前
」

だ
と
思
っ
て
い
た
日
常
が
、
あ
る
日
突
然
「
当
た
り
前
」

で
は
な
い
＝
非
日
常
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の

だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
、
友
達
と
再
会
で
き
た
と
き
の

嬉
し
さ
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
、
両
親
が
必
死
に
守
ろ
う
と
し
た
も
の
は
、
お
い
し
い

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
喜
び
や
楽
し
さ
、
温
も
り

を
共
有
で
き
る
空
間
・
時
間
で
あ
り
、
そ
れ
が
『
リ
モ
ー

ネ
』
な
の
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
と
の
戦
い
は
、
二
年
の
年
月
を
経
て
も
続
い
て
お

り
、
両
親
の
奮
闘
も
継
続
中
で
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
一
刻
も
早
い
収
束
を
待
つ
ば
か
り
で
す
が
、
一
方

で
「
コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た
も
の
は
脅
威
だ
け
で
は
な

く
、
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
や

新
技
術
を
生
み
出
し
た
。
」
と
い
う
前
向
き
に
と
ら
え
る

意
見
も
あ
り
ま
す
。
実
際
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普

及
や
宅
配
事
業
の
拡
大
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
と
い
っ
た
時
間
や
場
所
に
縛
ら
れ
な
い
多
様
な

生
き
方
が
提
案
さ
れ
、
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
も
な
い
な
と

い
う
空
気
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
や

は
り
対
面
で
授
業
を
受
け
た
り
、
友
達
と
顔
を
あ
わ
せ
て

語
り
合
っ
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
お
弁
当
を
食
べ

る
日
常
が
こ
い
し
い
で
す
。 

 

以
前
、
両
親
に
「
お
店
を
継
い
で
ほ
し
い
？
」
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
「
継
い
で
く
れ
た

ら
嬉
し
い
け
ど
、
り
ら
は
り
ら
の
好
き
な
こ
と
、
や
り
た

い
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
よ
。
」
と
の
答
え
で
し
た
。
で
も

今
は
、
「
自
分
は
好
き
な
こ
と
を
職
業
に
し
た
か
ら
ど
ん

な
苦
境
に
も
耐
え
ら
れ
る
け
ど
、
自
営
業
の
不
安
定
さ
を

考
え
る
と
な
・
・
・
。
」
と
父
に
笑
顔
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
時
の
父
の
疲
れ
た
表
情
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
父
の
苦
悩
は
思
っ
た
以
上
に
大
き
か
っ
た
の
だ
と

痛
感
し
ま
し
た
。
「
好
き
」
を
職
業
に
し
た
父
で
す
が
、

食
べ
て
い
く
た
め
に
は
利
益
を
あ
げ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
多
く
の
お
店
や
企
業

が
閉
店
や
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
ど
ん
な
仕
事

に
も
リ
ス
ク
や
困
難
は
伴
い
ま
す
。
し
か
し
、
個
人
が
営

む
お
店
が
生
き
残
る
に
は
、
「
努
力
」
だ
け
で
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
「
自
己
責
任
」
と
い
う

言
葉
で
片
付
け
る
の
は
あ
ま
り
に
悲
し
く
、
社
会
全
体
で

支
え
合
う
仕
組
み
を
作
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
未

来
の
実
現
に
向
け
て
、
ま
ず
は
社
会
の
仕
組
み
を
学
び
、

身
の
回
り
の
矛
盾
に
気
づ
く
力
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
三
年
後
、
選
挙
権
を
得
た
ら
、
社
会
の
中

の
弱
者
に
目
を
向
け
た
政
策
を
行
っ
て
く
れ
る
人
に
一

票
を
投
じ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
会
長
奨
励
賞 

「
努
力
の
意
義
」 

向
日
市
立
西
ノ
岡
中
学
校 

３
年 

 

北 

畑 
 
 

葵 

 

私
は
、
い
つ
も
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

テ
ス
ト
返
却
の
時
、 

「
な
ん
で
そ
ん
な
に
賢
い
の
。
」
「
葵
み
た
い
な
頭
が
欲

し
い
。
」 

 

授
業
中
、 

「
な
ん
で
そ
ん
な
に
勉
強
で
き
る
の
。
」
き
っ
と
悪
気
が

あ
っ
て
言
っ
た
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
い
つ

も
不
満
を
抱
き
ま
す
。
私
だ
っ
て
頭
が
い
い
わ
け
で
も
な

い
し
、
な
ぜ
勉
強
で
き
る
の
か
な
ん
て
、
そ
れ
な
り
の
努

力
を
し
て
き
た
か
ら
で
す
。 

 

私
の
友
達
に
、 

「
自
分
馬
鹿
や
か
ら
無
理
や
。
」
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
諦

め
て
し
ま
う
人
や
、
「
も
う
今
か
ら
や
っ
て
も
変
わ
ら
ん

や
ろ
。
」
と
い
っ
て
、
そ
も
そ
も
手
を
つ
け
よ
う
と
し
な

い
人
が
い
ま
す
。
で
も
私
は
、
ち
が
う
で
し
ょ
。
と
思
い

ま
す
。
自
分
馬
鹿
だ
か
ら
と
言
っ
て
い
る
人
は
、
自
分
の

弱
さ
か
ら
逃
げ
て
い
る
だ
け
。
も
う
今
か
ら
や
っ
て
も
と

言
っ
て
い
る
人
は
、
今
か
ら
辛
い
こ
と
を
す
る
勇
気
が
な

い
だ
け
。
そ
う
思
い
ま
す
。 

 

私
も
小
学
生
の
時
は
、
自
分
馬
鹿
だ
か
ら
と
言
っ
て
勉

強
か
ら
逃
げ
て
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
し
た
り
、
賢
い
人

と
は
頭
の
で
き
が
違
う
か
ら
仕
方
な
い
な
ど
何
か
と
理

由
を
つ
け
て
自
分
を
安
心
さ
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
中
学
生
に
な
っ
た
時
、
初
め
て
の
テ
ス
ト
が
あ

り
ま
し
た
。
周
り
の
人
が
休
み
時
間
を
割
い
て
勉
強
を
し

て
い
る
姿
を
見
た
時
、
自
分
も
や
ら
な
い
と
。
焦
り
を
感

じ
ま
し
た
。
い
ざ
勉
強
を
始
め
て
み
る
と
全
然
出
来
な
く

て
、
あ
ぁ
、
自
分
や
っ
ぱ
り
だ
め
な
ん
だ
な
と
努
力
出
来

な
い
、
そ
ん
な
情
け
な
い
自
分
に
失
望
し
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
時
、
私
は
あ
る
言
葉
に
出
会
い
ま
し
た
。
「
努

力
に
勝
る
天
才
な
し
」 

 
皆
さ
ん
こ
の
言
葉
の
意
味
は
わ
か
り
ま
す
か
。
こ
の
言

葉
は
、
目
標
の
た
め
に
努
力
す
る
人
は
生
ま
れ
つ
き
優
れ

た
才
能
を
持
つ
人
よ
り
秀
で
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
言
葉
で
す
。 

 

私
は
こ
の
言
葉
に
出
会
っ
た
時
、
気
付
き
ま
し
た
。
自

分
の
本
当
に
ダ
メ
な
と
こ
ろ
は
、
勉
強
が
で
き
る
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
努
力
が
出
来
な
い
、
す
る
勇

気
の
な
い
精
神
的
な
所
な
ん
だ
。
自
分
は
弱
い
人
だ
と
。 

 

賢
い
人
は
、
そ
れ
な
り
の
努
力
を
し
て
き
た
か
ら
今
の

自
分
が
い
る
。
勉
強
が
出
来
な
い
人
は
、
今
ま
で
逃
げ
て

き
た
か
ら
今
の
自
分
が
い
る
。
す
ぐ
に
な
り
た
い
自
分
に

な
れ
る
人
な
ん
て
い
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
努
力

が
大
切
な
ん
で
す
。
努
力
は
自
分
を
裏
切
ら
な
い
。
で
も
、

自
分
で
頑
張
っ
て
き
た
、
一
生
懸
命
努
力
し
て
き
た
と
思

っ
て
も
、
報
わ
れ
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
、
ま

ず
自
分
を
褒
め
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
自
分
に
厳
し
く
も
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
が
少
し
で
も
努
力
し
た
と
い
う
こ
と
に
満
足
し
て

い
る
だ
け
で
ま
だ
足
り
て
い
な
い
人
だ
と
思
い
ま
す
。
な

の
で
、
努
力
の
仕
方
が
間
違
っ
て
い
な
い
か
を
確
認
し
、

間
違
っ
て
い
た
ら
修
正
し
て
次
に
生
か
す
。
そ
し
て
ま
だ

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
無
い
か
を
探
し
て
や
る
と
い
う

よ
う
に
、
結
果
を
受
け
止
め
て
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
ど
う

成
長
し
て
い
く
か
が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

人
間
誰
し
も
同
じ
事
を
ず
っ
と
や
り
続
け
る
事
に
は
、

飽
き
を
感
じ
た
り
め
ん
ど
く
さ
さ
を
感
じ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
そ
ん
な
事
が
あ
っ
て
も

努
力
を
し
続
け
ら
れ
る
、
し
て
成
功
し
て
い
る
人
は
本
当

に
凄
い
と
思
い
ま
す
。 

 

私
は
今
年
受
験
生
で
す
。
私
と
同
じ
中
学
三
年
生
も
も

ち
ろ
ん
受
験
生
で
す
。
な
の
で
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考

え
て
下
さ
い
。
自
分
に
は
賢
い
人
の
よ
う
な
頭
が
な
い
か

ら
と
言
っ
て
諦
め
て
い
ま
せ
ん
か
。
も
う
今
か
ら
始
め
て

も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
う
じ

ゃ
無
い
ん
で
す
。
今
だ
か
ら
や
る
ん
で
す
。
今
だ
か
ら
一

生
懸
命
努
力
す
る
ん
で
す
。
そ
う
や
っ
て
自
分
を
甘
や
か

し
て
逃
げ
道
を
作
っ
て
い
る
と
、
自
分
も
成
長
し
な
い

し
、
周
り
の
一
生
懸
命
努
力
し
て
い
る
人
に
失
礼
で
す
。 

 

な
の
で
、
今
ま
で
頑
張
っ
て
こ
な
か
っ
た
人
、
努
力
で

き
な
か
っ
た
人
は
失
敗
し
て
も
、
で
き
な
く
て
も
い
い
か

ら
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
、
努
力
を
し
て
み
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
今
だ
か
ら
や
ろ
う
。
自
分
も
努
力
し
て

成
長
し
た
い
、
と
思
っ
て
頑
張
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
う

す
れ
ば
き
っ
と
努
力
の
意
義
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。 
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京
都
府
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

「
平
和
の
バ
ト
ン
」 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

３
年 

 

佐 

藤 

春 

佳 

 

「
あ
な
た
に
と
っ
て
平
和
と
は
何
で
す
か
。
」
そ
う
聞

か
れ
た
ら
、
皆
さ
ん
は
ど
う
答
え
ま
す
か
。
「
戦
争
や
紛

争
の
な
い
こ
と
」
、
「
何
の
心
配
も
な
く
、
心
穏
や
か
に

過
ご
せ
る
こ
と
」
、
「
一
人
一
人
の
人
権
が
守
ら
れ
て
い

る
こ
と
」
な
ど
、
色
々
な
答
え
が
返
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
二
月
末
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

よ
り
、
毎
日
放
映
さ
れ
る
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
を
見
、
こ
こ

数
か
月
、
私
は
「
平
和
」
に
つ
い
て
考
え
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
日
々
の

中
で
、「
平
和
を
つ
く
り
出
す
に
は､

受
け
取
っ
た
バ
ト
ン

を
次
の
人
に
ど
の
よ
う
に
渡
し
て
い
く
か
が
重
要
な
の

だ
。
」
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
で
す
。 

 

こ
の
五
月
、
私
は
修
学
旅
行
で
広
島
に
行
き
ま
し
た
。

事
前
学
習
を
し
て
平
和
へ
の
願
い
を
強
め
て
い
た
私
達

の
と
こ
ろ
に
、
広
島
か
ら
話
を
し
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方

が
あ
り
ま
し
た
。
八
十
歳
と
い
う
御
高
齢
に
も
か
か
わ
ら

ず
亀
岡
ま
で
足
を
運
び
、
「
将
来
日
本
が
戦
争
し
そ
う
に

な
っ
た
ら
反
対
し
て
ほ
し
い
。
」
と
語
ら
れ
た
そ
の
方
は
、

箕
牧
智
之
（
み
ま
き 

と
し
ゆ
き
）
さ
ん
と
い
う
人
で
し

た
。
東
京
で
生
ま
れ
た
箕
牧
さ
ん
は
三
歳
で
東
京
大
空
襲

に
遭
い
、
家
族
で
広
島
市
に
疎
開
さ
れ
、
八
月
六
日
を
迎

え
ら
れ
ま
す
。
爆
心
地
か
ら
十
七
キ
ロ
離
れ
た
自
宅
で
雷

の
よ
う
な
光
を
見
、
広
島
駅
で
働
い
て
お
ら
れ
た
お
父
さ

ん
を
お
母
さ
ん
と
捜
し
に
出
か
け
、
入
市
被
爆
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
髪
が
ぼ
さ
ぼ
さ
で
衣
服
や
肌
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

っ
て
歩
く
人
達
の
こ
と
。
多
数
の
遺
体
が
ト
ラ
ッ
ク
で
運

ば
れ
、
山
で
焼
か
れ
て
い
た
こ
と
。
そ
し
て
、
心
か
ら
の

願
い
な
の
だ
と
感
じ
た
、
も
う
二
度
と
核
兵
器
を
使
っ
て

は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。
語
ら
れ
る
話
の
一
つ
一
つ
が

胸
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。 

 
そ
の
箕
牧
さ
ん
の
言
葉
の
中
で
一
番
心
に
残
っ
た
こ

と
、
そ
れ
は
「
憎
ま
な
い
」
と
い
う
思
い
で
し
た
。
日
本

の
代
表
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
行
き
、
核
兵
器
廃
絶
の
願
い

を
語
ら
れ
た
と
き
、
箕
牧
さ
ん
は
ま
ず
、
日
本
の
真
珠
湾

攻
撃
の
奇
襲
を
謝
罪
さ
れ
た
と
い
う
の
で
す
。
そ
こ
か
ら

始
め
る
と
、
原
爆
を
投
下
し
た
側
の
ア
メ
リ
カ
の
人
達

も
、
そ
の
後
の
話
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
っ
た
そ
う
で

す
。
箕
牧
さ
ん
は
大
空
襲
の
恐
ろ
し
さ
も
原
爆
の
悲
惨
さ

惨
た
ら
し
さ
も
、
痛
い
ほ
ど
知
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の

苦
し
み
を
与
え
た
ア
メ
リ
カ
に
、
抑
え
ら
れ
な
い
思
い
を

抱
か
れ
た
日
も
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
相
手
へ
の

憎
し
み
は
さ
ら
な
る
苦
し
み
し
か
生
ま
な
い
こ
と
を
、
誰

よ
り
も
よ
く
知
っ
て
お
ら
れ
、
ま
ず
謝
る
こ
と
か
ら
始
め

ら
れ
た
の
で
す
。
「
原
爆
を
落
と
す
の
は
最
後
に
し
て
ほ

し
い
。
世
界
中
か
ら
核
兵
器
を
な
く
し
て
く
だ
さ
い
。
原

爆
に
遭
っ
た
私
達
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
。
」
そ
う
言
っ

て
話
を
終
え
ら
れ
た
箕
牧
さ
ん
か
ら
私
は
、
「
相
手
を
憎

ま
な
い
こ
と
、
互
い
に
未
来
を
見
つ
め
語
り
合
っ
て
い
く

こ
と
が
、
平
和
を
つ
く
り
出
す
一
歩
に
な
る
。
」
と
い
う
、

大
切
な
バ
ト
ン
を
受
け
取
っ
た
の
で
す
。 

 

講
演
の
一
週
間
後
、
修
学
旅
行
で
行
っ
た
原
爆
資
料
館

の
出
口
付
近
で
、
私
は
ま
た
箕
牧
さ
ん
に
お
会
い
し
ま
し

た
。
資
料
館
の
係
の
方
に
教
わ
っ
た
羽
の
動
く
折
り
鶴
を

持
っ
て
、
私
の
足
は
自
然
に
箕
牧
さ
ん
の
方
へ
と
向
か

い
、
「
胸
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。
あ
ん
な
に
ひ
ど
い
出
来

事
が
、
こ
こ
で
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
」
と
話
し
か
け
て
い

ま
し
た
。
話
し
か
け
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
ま
ま
一
緒
に
「
原
爆
の
子
の
像
」
の
と
こ
ろ
ま
で
移
動

し
、
み
ん
な
で
作
っ
た
千
羽
鶴
を
ブ
ー
ス
に
捧
げ
、
箕
牧

さ
ん
に
も
入
っ
て
も
ら
っ
て
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
大
切

な
懐
か
し
い
人
に
再
会
で
き
た
、
有
難
い
時
間
で
し
た
。

八
十
歳
の
お
じ
い
さ
ん
と
十
五
歳
の
私
。
広
島
と
亀
岡
。

同
じ
日
本
と
い
う
国
で
今
を
生
き
て
い
て
、
知
り
合
う
こ

と
の
な
か
っ
た
私
達
。
そ
の
ま
ま
関
わ
る
こ
と
な
く
過
ご

し
て
い
っ
て
も
何
の
不
思
議
も
な
か
っ
た
私
達
が
、
広
島

で
原
爆
ド
ー
ム
を
背
に
し
て
一
緒
に
写
真
に
収
ま
っ
て

い
る
。
と
て
も
不
思
議
で
と
て
も
大
切
な
出
来
事
で
し

た
。 

 

原
爆
資
料
館
で
い
た
だ
い
た
被
爆
ア
オ
ギ
リ
二
世
の

苗
木
は
、
学
年
の
み
ん
な
で
植
え
ま
し
た
。
「
相
手
を
憎

ま
な
い
こ
と
。
許
し
合
う
こ
と
。
そ
こ
か
ら
始
め
る
対
話

が
、
平
和
の
一
歩
で
あ
る
こ
と
。
」
箕
牧
さ
ん
か
ら
受
け

取
っ
た
そ
の
バ
ト
ン
を
握
り
し
め
、
こ
れ
か
ら
先
も
私
は

平
和
を
願
い
、
出
会
え
た
人
達
に
大
切
に
大
切
に
こ
の
バ

ト
ン
を
手
渡
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
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京
都
市
教
育
長
賞 

「
思
考
を
と
め
る
な
」 

龍
谷
大
学
付
属
平
安
中
学
校 

３
年 

 

高 

橋 

愛
結
羽 

 

「
考
え
な
さ
い
。
調
査
し
、
探
究
し
、
問
い
か
け
、

熟
考
す
る
の
で
す
。
」 

 

あ
な
た
は
こ
の
言
葉
を
知
っ
て
い
る
か
。
こ
れ
は
あ

の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
創
設
者
で
あ
る
、
ウ
ォ
ル
ト

・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
が
遺
し
た
言
葉
だ
。
私
は
今
の
時
代
に

必
要
な
力
は
、
ま
さ
に
こ
の
熟
考
す
る
力
だ
と
思
う
。

地
球
上
で
起
き
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
私
た
ち
は
考
え
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
思

考
を
と
め
て
は
い
け
な
い
。 

 

私
が
強
く
そ
う
思
っ
た
の
は
、
テ
レ
ビ
で
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
た
時
だ
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
っ
た
と
き
は
本
当
に
戦
争
と
い
う
も

の
が
始
ま
っ
た
の
だ
、
と
い
う
実
感
が
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
も
、
時
間
が
経
つ
と
と
も
に
私
た
ち
は
現
実
に
向

き
合
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
確
か

に
、
今
こ
の
瞬
間
も
爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
い
る
。
私
は

胸
が
張
り
裂
け
る
思
い
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
と
同

時
に
、
た
だ
見
て
い
る
こ
と
し
か
出
来
な
い
現
実
に
と

て
も
腹
が
立
っ
た
。
戦
争
が
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
の
に
、
加
盟
す
る
の
に
何
年
も
か
か
る
組
織
は
、
本

当
に
意
味
が
あ
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
ど

う
し
て
こ
の
よ
う
な
戦
争
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
。
い
っ
た
い
こ
の
戦
争
は
、
誰
が
「
悪
」
な
の
か
。

考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
混
乱
し
て
、
私
は
考
え
る
の
を

や
め
て
し
ま
お
う
か
と
思
っ
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
た
だ

流
れ
て
く
る
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
「
辛
い
、
悲
し
い
。
」

と
胸
を
痛
め
る
だ
け
で
良
い
か
ら
だ
。 

 

だ
け
ど
私
は
思
う
、
そ
れ
で
は
だ
め
だ
と
。
私
た
ち

は
、
様
々
な
理
由
を
つ
け
て
思
考
を
と
め
て
し
ま
っ
て

は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も

問
題
は
解
決
し
な
い
。
思
考
を
と
め
て
は
い
け
な
い
。 

 

ま
ず
は
、
自
分
の
抱
く
疑
問
が
本
当
に
正
し
い
も
の

か
ど
う
か
、
そ
れ
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
例
え

ば
私
は
、
こ
の
戦
争
は
誰
が
「
悪
」
な
の
か
と
い
う
疑

問
を
抱
い
て
い
た
が
、
そ
の
答
え
は
き
っ
と
星
の
数
ほ

ど
あ
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
ど
ち
ら
も
正
義
で
ど
ち

ら
も
「
悪
」
だ
か
ら
だ
。
生
ま
れ
た
場
所
や
環
境
、
年

齢
や
立
場
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
事
実
に
対
す
る
真
実
は

無
数
に
あ
る
。
だ
か
ら
、
ど
ち
ら
が
「
悪
」
か
と
い
う

疑
問
は
、
正
し
い
問
い
で
は
な
い
。 

 

そ
れ
よ
り
も
私
た
ち
は
、
戦
争
が
原
因
の
差
別
や
イ

ジ
メ
を
な
く
す
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
。
今
、
ロ
シ
ア
の
人
々
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
親
ロ
シ
ア

派
の
人
々
に
対
し
て
も
、
差
別
が
起
き
て
し
ま
っ
て
い

る
。
私
は
そ
れ
が
、
悲
し
く
て
た
ま
ら
な
い
。
こ
れ
以

上
戦
争
に
よ
る
被
害
を
拡
げ
て
は
い
け
な
い
。
戦
争
が

原
因
の
差
別
や
イ
ジ
メ
を
無
く
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
。
そ
れ
を
考
え
続
け
る
こ
と
が
最
も
重
要
だ
。 

 

そ
し
て
も
う
一
つ
私
た
ち
が
考
え
る
べ
き
な
の
は
、

日
本
に
避
難
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
に
何
が
で
き
る
か
と

い
う
こ
と
だ
。
私
は
今
ま
で
、
避
難
し
て
こ
ら
れ
た
方

に
対
し
て
、
戦
場
か
ら
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
て
少
し
は

肩
の
力
を
抜
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
こ
こ
ま
で
無

事
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
。
そ

ん
な
風
に
思
っ
て
い
た
。
だ
け
ど
、
避
難
さ
れ
た
方
た

ち
か
ら
は
、
ま
だ
戦
争
の
苦
し
み
は
取
り
除
か
れ
て
は

い
な
い
。
言
語
の
壁
や
生
活
習
慣
の
違
い
が
、
彼
ら
に

日
々
辛
さ
を
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
故
郷

を
思
い
出
し
て
寂
し
く
な
っ
た
と
き
、
頼
れ
る
人
が
い

な
い
と
い
う
こ
と
が
一
番
辛
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
恵
ま
れ
た
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
が
、
彼
ら
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
。
一
人
一
人
の
意
識
が
、
や
が
て
彼

ら
の
毎
日
を
変
え
て
い
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た

め
に
、
考
え
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。 

 

考
え
る
と
い
う
力
は
、
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
最
大

の
武
器
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
難
し
い
問
い
で
も
、
考
え

る
こ
と
を
諦
め
て
は
い
け
な
い
。
考
え
る
こ
と
を
他
人

に
任
せ
て
は
い
け
な
い
。
調
査
し
、
探
求
し
、
問
い
か

け
、
熟
考
す
れ
ば
、
い
つ
か
必
ず
自
分
な
り
の
答
え
に

た
ど
り
着
く
日
が
来
る
。
だ
か
ら
私
が
あ
な
た
に
訴
え

た
い
こ
と
は
た
だ
一
つ
。 

 

思
考
を
と
め
る
な
。 
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京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
会
長
奨
励
賞 

「
自
分
の
良
さ
」 

南
丹
市
立
美
山
中
学
校 

３
年 

 

石 

田 

美
羽
子 

 

私
は
自
分
に
自
信
が
な
い
せ
い
で
、
考
え
を
口
に
出

し
た
り
、
行
動
に
移
し
た
り
で
き
ず
、
い
つ
も
後
悔
ば

か
り
し
て
い
ま
す
。 

 

二
〇
一
八
年
十
一
月
に
満
十
三
歳
～
二
十
九
歳
ま
で

の
男
女
を
対
象
に
「
我
が
国
と
諸
外
国
の
若
者
の
意
識

に
関
す
る
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
自
身
の

イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
「
そ
う
思
う
・
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た
日
本
の
若
者
は
、
「
自
分

自
身
に
満
足
し
て
い
る
」
が
約
四
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、

「
自
分
に
は
長
所
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
」
が
約
六
十

二
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
こ
れ
は
同
時
に
実
施
し
た
他

の
先
進
国
と
比
較
し
て
最
も
低
い
値
で
あ
り
、
日
本
の

若
者
の
自
己
肯
定
感
が
他
の
国
の
若
者
の
そ
れ
よ
り
も

低
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

日
本
に
は
、
控
え
め
で
慎
ま
し
い
こ
と
を
美
徳
と
す

る
文
化
が
あ
り
ま
す
。
人
か
ら
褒
め
ら
れ
た
時
、
「
い

え
い
え
、
そ
れ
ほ
ど
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
か
「
た

い
し
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
い
う
返
答
を
す

る
こ
と
が
多
い
の
が
、
そ
の
一
例
で
す
。
こ
の
よ
う

に
、
控
え
め
に
振
る
舞
い
、
自
分
の
功
績
や
能
力
を
お

ご
ら
な
い
態
度
を
「
謙
遜
」
と
い
い
ま
す
。
必
要
以
上

に
自
分
を
評
価
す
る
こ
と
を
避
け
、
へ
り
く
だ
っ
た
態

度
を
と
る
こ
と
で
相
手
へ
の
敬
意
を
表
し
、
高
慢
な
印

象
を
与
え
た
り
、
嫌
み
に
思
わ
れ
た
り
し
な
い
た
め
の

日
本
人
の
生
き
方
で
す
。 

 

謙
遜
を
美
徳
と
す
る
日
本
の
文
化
の
た
め
に
自
己
肯

定
感
が
低
く
な
っ
て
い
る
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
自
分
の
良
い
と
こ
ろ
を
は
っ
き
り
と
良
い
と

言
わ
な
い
考
え
方
や
姿
勢
が
「
自
己
肯
定
感
が
低
く
消

極
的
だ
。
」
と
言
わ
れ
る
日
本
の
若
者
の
欠
点
と
少
な

か
ら
ず
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て

い
ま
す
。 

 
で
は
、
自
己
肯
定
感
と
は
何
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
私

は
長
距
離
が
得
意
で
、
駅
伝
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

練
習
で
は
、
自
分
に
合
っ
た
ペ
ー
ス
で
走
る
こ
と
を
求

め
ら
れ
る
の
で
す
が
、
実
際
は
友
達
と
同
じ
ペ
ー
ス
で

走
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
自
分
だ
け
が
ペ
ー
ス
を
上

げ
て
失
速
す
る
の
が
怖
い
」
と
失
敗
す
る
こ
と
を
恐

れ
、
自
分
の
限
界
に
挑
戦
で
き
な
い
私
自
身
の
心
の
弱

さ
が
原
因
で
す
。
長
距
離
が
得
意
な
は
ず
な
の
に
、
周

り
に
合
わ
せ
て
何
と
な
く
そ
の
場
を
や
り
過
ご
す
と
い

う
消
極
的
な
姿
勢
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
自
分
の
ペ

ー
ス
で
走
り
切
る
こ
と
に
、
長
距
離
が
得
意
だ
と
い
う

自
分
の
気
持
ち
に
自
信
が
持
て
な
い
か
ら
で
す
。
結

局
、
自
己
肯
定
感
が
持
て
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
自
分

に
自
信
が
持
て
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
消
極
的

な
姿
勢
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
「
誰
か
に
自
分
の
考
え
を
否
定
さ
れ
た
ら
・
・

・
。
」
と
か
「
賛
同
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
か
っ
た
ら

・
・
・
。
」
と
い
う
思
い
に
囚
わ
れ
、
「
人
前
で
失
敗

し
た
く
な
い
。
人
前
で
恥
を
か
き
た
く
な
い
。
」
と
そ

ん
な
こ
と
ば
か
り
を
考
え
て
い
て
は
自
分
の
考
え
を
押

し
殺
し
、
誰
か
の
真
似
を
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

欅
坂
４
６
と
い
う
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
『
サ
イ
レ

ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
』
と
い
う
曲
に
「
君
は
君
ら
し
く

生
き
て
い
く
自
由
が
あ
る
ん
だ
」
と
い
う
歌
詞
が
あ
り

ま
す
。
周
囲
に
流
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
私
に
、
自
分

の
道
を
突
き
進
む
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
、
自
分
の
や

り
方
で
進
め
と
背
中
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
よ
う
な
こ

の
曲
が
私
は
大
好
き
で
す
。
こ
の
歌
を
聴
く
た
び
に
自

分
の
道
を
大
切
に
し
よ
う
、
自
分
に
自
信
を
持
っ
て
生

き
て
い
こ
う
と
強
く
感
じ
ま
す
。 

 

謙
遜
が
自
己
肯
定
感
の
低
下
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う

の
は
、
い
つ
の
間
に
か
自
己
卑
下
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
表
向
き
は
「
相
手
を
敬

う
控
え
目
な
言
葉
」
を
口
に
し
な
が
ら
、
否
定
的
な
言

葉
を
使
う
こ
と
で
自
分
自
身
を
も
否
定
し
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
す
。
自
己
卑
下
は
、
自
分
へ
の
自
信
を
失

い
、
自
分
の
考
え
を
行
動
に
移
せ
な
い
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
本
当
の
謙
遜
に
は
、
相
手
に
は
控
え
目
に
振

る
舞
い
な
が
ら
、
心
の
中
で
は
自
分
の
し
た
こ
と
や
能

力
に
自
信
を
持
ち
誇
り
に
思
っ
て
い
る
、
そ
ん
な
強
い

心
が
あ
る
は
ず
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
は
自
分
に
自
信
を
持
ち
、
褒
め
ら
れ
た
時
、

否
定
的
な
言
葉
で
謙
遜
す
る
の
で
は
な
く
、
た
ま
に
は

「
あ
り
が
と
う
」
と
そ
の
ま
ま
謙
虚
に
受
け
入
れ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
自
分
の
良
さ
を
素
直
に
感
じ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 
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京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
会
長
奨
励
賞 

「
ゲ
ー
ム
か
ら
気
づ
い
た 

勉
強
の
大
切
さ
」 

舞
鶴
市
立
城
南
中
学
校 

３
年 

 

水 

嶋 

奈 

緒 

 

私
は
ず
っ
と
考
え
て
い
た
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

「
な
ぜ
勉
強
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
？
」
と
い
う
こ
と

だ
。 

 

小
学
校
で
は
五
年
生
の
時
か
ら
英
語
の
学
習
が
始
ま

り
、A

L
T

の
先
生
と
一
緒
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
た
り
、
勉
強
を
し
た
り
す
る
の
が
楽
し
か
っ
た
。

し
か
し
、
中
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
は
、
難
し
い
文
法

を
た
く
さ
ん
覚
え
な
く
て
は
い
け
な
い
し
、
単
語
も
単

元
ご
と
に
た
く
さ
ん
登
場
し
て
や
や
こ
し
く
な
っ
た
。

理
科
も
、
小
学
校
の
時
は
得
意
だ
っ
た
が
、
中
学
生
か

ら
は
化
学
や
物
理
が
登
場
し
、
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
正
直
勉
強
な
ん
て
し
た
く
な

い
。
英
語
も
理
科
も
、
大
人
に
な
っ
て
使
う
こ
と
な
ん

て
あ
る
の
か
？
勉
強
し
た
こ
と
は
無
駄
じ
ゃ
な
い
の

か
？
」
そ
ん
な
風
に
考
え
て
い
た
私
だ
が
、
そ
れ
が
一

八
〇
度
変
わ
っ
た
出
来
事
が
起
こ
っ
た
。 

 

休
み
の
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ル
チ
ゲ
ー
ム
を
し
て
い

た
時
の
こ
と
だ
。
「
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
し
ま
せ
ん

か
？
」
と
い
う
申
請
が
届
い
た
。
私
は
何
気
な
く
許
可

し
た
の
だ
が
、
チ
ャ
ッ
ト
を
開
い
た
瞬
間
、
並
ん
で
い

た
英
語
に
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
日
本
人
だ
と
思
い
込
ん

で
い
た
相
手
は
、
な
ん
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
方
だ
っ
た
の

だ
。
相
手
が
何
と
言
っ
て
い
る
の
か
も
わ
か
ら
ず
、
次

々
送
ら
れ
る
文
を
必
死
に
翻
訳
し
て
、
拙
い
英
語
を
返

し
て
い
た
。
そ
こ
で
気
づ
い
た
。
学
校
で
習
っ
た
こ
と

の
あ
る
英
文
も
あ
り
、
そ
れ
を
読
む
こ
と
が
で
き
て
返

信
で
き
た
時
は
、
も
の
す
ご
く
嬉
し
く
達
成
感
が
あ
っ

た
の
だ
。
今
ま
で
勉
強
し
て
き
た
こ
と
は
無
駄
で
は
な

か
っ
た
の
だ
と
、
報
わ
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
だ
っ
た
。 

 
相
手
の
人
と
は
、
フ
レ
ン
ド
に
も
な
れ
た
。
フ
レ
ン

ド
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
互
い
に
申
請
し
、
個

別
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
だ
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
他
人
と
一
緒
に
行
う
マ
ル
チ
プ
レ
イ
が
終
わ

り
、
フ
レ
ン
ド
の
人
と
別
れ
た
あ
と
、
勉
強
は
本
当
に

大
切
だ
と
感
じ
た
。
私
が
フ
レ
ン
ド
の
人
と
関
わ
っ
て

い
く
こ
と
に
重
要
な
「
言
葉
」
と
い
う
壁
を
取
り
除
い

て
く
れ
た
の
が
今
ま
で
役
に
立
た
な
い
と
感
じ
て
い
た

「
英
語
の
学
習
」
だ
っ
た
の
だ
。 

 

そ
れ
か
ら
は
、
苦
手
意
識
が
あ
っ
た
英
語
や
理
科
に

も
、
頑
張
っ
て
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
勉
強
し
て

い
く
に
つ
れ
て
、
勉
強
の
面
白
さ
を
実
感
で
き
た
。
初

め
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
嫌
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
「
学
ぼ
う
」
と
い
う
意
欲
を
も
っ
て
学
習
し
て
い

く
う
ち
に
、
理
解
で
き
る
こ
と
が
増
え
た
。
す
る
と
、

段
々
フ
レ
ン
ド
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ゲ
ー
ム
が
さ
ら
に
面
白
く

な
っ
た
。
そ
の
世
界
は
「
英
語
」
を
使
う
と
い
う
な
じ

み
の
な
い
世
界
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
だ
。 

 

「
勉
強
」
と
い
う
言
葉
を
辞
書
で
調
べ
て
み
る
と

「
学
問
や
技
芸
を
学
ぶ
こ
と
。
経
験
を
積
ん
で
学
ぶ
こ

と
。
物
事
に
精
を
出
す
こ
と
。
努
力
す
る
こ
と
。
」
と

出
て
く
る
。
確
か
に
、
今
回
の
経
験
で
、
私
の
勉
強
に

対
す
る
価
値
観
は
変
わ
っ
た
。
「
授
業
は
受
け
る
も

の
」
と
い
っ
た
何
と
な
く
の
考
え
か
ら
、
「
必
要
性
」

を
体
験
で
き
た
か
ら
だ
。
こ
れ
は
、
広
く
見
る
と
、
誰

に
で
も
当
て
は
ま
る
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え

ば
、
「
社
会
」
だ
。
歴
史
を
学
ぶ
上
で
「
昔
の
こ
と
を

習
っ
て
も
仕
方
が
な
い
」
「
覚
え
る
の
が
大
変
だ
」
と

い
う
声
を
、
よ
く
耳
に
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
も

私
た
ち
の
生
活
に
結
び
つ
く
何
か
が
あ
る
は
ず
だ
。
過

去
の
出
来
事
や
人
物
の
考
え
方
な
ど
を
知
り
、
私
た
ち

が
ど
の
よ
う
な
社
会
を
作
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
た
り
、
生
き
て
い
く
上
で
の
「
生
き
方
」
の
参

考
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

今
回
の
出
来
事
は
、
ま
さ
に
辞
書
に
載
っ
て
い
る
意

味
の
通
り
で
あ
り
、
「
経
験
を
積
ん
で
学
ぶ
こ
と
」

「
物
事
に
精
を
出
す
こ
と
」
「
努
力
す
る
こ
と
」
で
あ

る
。
実
際
、
あ
る
物
事
に
つ
い
て
知
識
だ
け
が
あ
る
の

と
、
そ
れ
を
実
際
に
経
験
し
た
事
が
あ
る
の
と
で
は
、

そ
の
重
み
は
全
く
違
っ
て
く
る
と
思
う
。 

 

今
回
の
経
験
を
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
役
立
て
て
い

く
た
め
に
も
、
日
常
生
活
の
中
で
の
「
気
づ
き
」
を
大

切
に
し
、
積
極
的
な
学
び
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。 
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こ
れ
か
ら
の
時
代
、
私
た
ち
に
は
「
考
え
る
力
」
が

必
要
だ
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
私
が
今
ま
で
生
き
て
き

た
中
で
、
「
自
分
で
考
え
る
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
機

会
は
段
々
増
え
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
で
は
、
な

ぜ
「
考
え
る
力
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
し
て
、
「
考
え
る
力
」
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

は
何
を
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

そ
も
そ
も
考
え
る
力
と
は
一
体
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ

う
か
。
二
〇
〇
六
年
、
経
済
産
業
省
が
提
唱
し
た
「
社

会
人
基
礎
力
」
の
中
の
一
つ
に
「
考
え
抜
く
力
」
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
提
唱
で
は
さ
ら
に

こ
れ
を
三
つ
の
能
力
要
素
に
分
け
て
い
ま
す
。
現
状
を

分
析
し
、
目
的
や
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
「
課
題
発
見

力
」
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
道
筋
を
立
て
る
「
計
画

力
」
、
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
「
創
造
力
」
で
す
。

つ
ま
り
、
考
え
る
力
と
は
自
分
の
課
題
を
見
つ
け
、
解

決
の
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
を
立
て
、
新
し
い
価
値
を
生
み

出
す
力
だ
と
い
え
ま
す
。 

 

で
は
、
な
ぜ
考
え
る
力
が
今
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
技
術
が
発
達
し
て
き
た
社
会

に
お
い
て
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
何
か
を

つ
く
り
出
す
仕
事
が
注
目
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
に
は
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
生
み

出
す
力
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
考
え
る
力
を
高

め
る
べ
き
で
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
が
活
躍
す
る
社
会
に
な

っ
て
き
て
い
る
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ

が
得
意
な
こ
と
は
膨
大
な
デ
ー
タ
の
学
習
や
処
理
で

す
。
反
対
に
、
問
題
そ
の
も
の
を
考
え
た
り
、
ひ
ら
め

い
た
り
す
る
の
は
不
得
意
で
、
こ
れ
は
人
間
に
し
か
で

き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
Ａ
Ｉ
と
共
存
す
る
た
め
に
は
Ａ

Ｉ
に
は
で
き
な
い
「
考
え
る
こ
と
」
を
人
間
が
カ
バ
ー

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
さ
て
、
考
え
る
力
が
い
か
に
大
切
か
分
か
っ
た
と
こ

ろ
で
、
考
え
る
力
す
な
わ
ち
課
題
発
見
力
、
計
画
力
、

創
造
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

で
し
ょ
う
か
。 

 

ま
ず
、
課
題
発
見
力
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、
興
味
や

疑
問
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
何
事
に
も

関
心
を
抱
く
こ
と
で
、
新
し
い
課
題
や
目
標
を
持
つ
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

次
に
、
計
画
力
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、
名
前
通
り
事

前
に
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
研
究
す
る
手

段
を
選
び
、
ゆ
っ
く
り
調
べ
て
考
察
す
る
機
会
を
作
る

と
良
い
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
創
造
力
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、
物
事
を
多

面
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
様
々
な
視
点
か

ら
見
て
み
る
こ
と
で
「
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
」
こ

と
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。 

 

こ
れ
ら
の
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
何
が
大

切
か
を
考
え
て
み
て
、
私
は
身
近
で
特
に
考
え
る
力
を

高
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
レ
ポ
ー
ト
で
す
。 

 

私
が
通
う
学
校
に
は
「
洛
北
サ
イ
エ
ン
ス
」
と
い
う

科
目
が
あ
り
ま
す
。
洛
北
サ
イ
エ
ン
ス
で
は
、
講
義
を

聞
い
て
科
学
に
触
れ
た
り
、
自
分
で
研
究
テ
ー
マ
を
決

め
、
調
べ
た
り
し
ま
す
。
講
義
を
聞
い
た
後
、
私
た
ち

は
い
つ
も
レ
ポ
ー
ト
に
講
義
で
分
か
っ
た
こ
と
や
追
加

で
調
べ
て
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
ま
す
。
私
は
こ
の
レ

ポ
ー
ト
を
ふ
り
返
っ
て
み
て
、
考
え
る
力
を
身
に
つ
け

る
の
に
と
て
も
効
果
的
な
方
法
だ
と
思
い
ま
し
た
。
レ

ポ
ー
ト
に
は
考
え
抜
く
力
を
鍛
え
る
た
め
、
三
つ
の
要

素
が
全
て
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
学
ん
だ
こ
と
を
ま
と

め
、
さ
ら
に
研
究
し
じ
っ
く
り
考
察
ま
で
行
う
こ
と
で

考
え
る
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。 

 

ま
た
、
作
文
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま

す
。
世
の
中
に
関
心
を
も
ち
、
結
論
を
出
す
た
め
に
調

べ
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
の
で
、
レ
ポ
ー
ト
と
共

通
点
が
多
く
、
考
え
る
力
も
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

私
は
こ
れ
か
ら
、
今
ま
で
し
て
き
た
何
事
に
も
疑
問

を
持
ち
、
研
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
選
び
、
調
べ
た
結
果
を

多
面
的
に
と
ら
え
て
結
論
を
出
す
こ
と
を
大
切
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
や
作
文
な
ど
を
通

し
て
日
常
的
に
考
え
る
こ
と
を
習
慣
化
し
て
、
考
え
る

力
を
よ
り
鍛
え
て
い
き
ま
す
。
物
事
を
柔
軟
に
考
え
る

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
常
に
変
動
す
る

社
会
に
も
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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み
な
さ
ん
は
「
ど
う
せ
無
理
」
こ
の
言
葉
を
使
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？
こ
の
言
葉
は
人
の
自
信
と
可
能
性

を
奪
っ
て
し
ま
う
最
悪
な
言
葉
で
す
。
で
も
と
っ
て
も
簡

単
で
楽
に
な
る
言
葉
な
の
で
す
。
こ
の
言
葉
を
使
え
ば
挑

戦
し
な
く
て
よ
く
な
る
か
ら
で
す
。
「
ど
う
せ
無
理
。
ど

う
せ
出
来
る
わ
け
な
い
。
」
と
、
挑
戦
を
し
な
く
な
り
ま

す
。 

 

こ
れ
は
他
人
事
で
は
な
く
、
身
近
に
あ
り
ま
す
。
僕
の

学
校
で
も
ど
う
せ
無
理
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

生
徒
総
会
を
行
っ
た
と
き
。
ク
ラ
ス
で
学
校
に
対
す
る
要

望
内
容
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
僕
た
ち
の
学
年
は
入
学
し

た
時
か
ら
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
様
々
な
行
事
が
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
ん
な
案
が
上
が
り
ま
し
た
。 

 

「
今
年
は
全
学
年
で
体
育
祭
を
し
た
い
！
」 

し
か
し
、
こ
ん
な
声
も
上
が
り
ま
し
た
。 

 

「
ど
う
せ
無
理
で
し
ょ
。
意
見
上
げ
て
も
実
現
し
た
こ

と
な
か
っ
た
し
、
こ
れ
意
味
あ
る
の
？
」 

と
っ
て
も
悲
し
く
心
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
僕
は

「
ど
う
せ
無
理
」
と
い
う
言
葉
を
な
く
し
た
い
と
強
く
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

遡
る
こ
と
２
年
。
僕
は
あ
る
方
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
植
松
努
さ
ん
と
い
う
方
で
す
。
植
松
さ
ん
は
ど
う
せ

無
理
を
な
く
し
、
だ
っ
た
ら
こ
う
し
て
み
た
ら
？
を
広
め

る
た
め
、
全
国
で
講
演
活
動
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
僕

は
植
松
さ
ん
の
お
話
に
と
て
も
共
感
し
、
も
っ
と
沢
山
の

人
に
こ
の
お
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
！
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
僕
は
一
昨
年
の
８
月
に
植
松
さ
ん
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
で
大
人
で
も
難
し
い
よ

う
な
事
を
０
か
ら
作
り
上
げ
、
成
功
さ
せ
た
の
で
す
。
開

催
ま
で
に
は
沢
山
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
を
お
さ

え
た
り
、
講
演
の
依
頼
や
チ
ラ
シ
作
り
。
や
っ
た
こ
と
な

い
こ
と
に
挑
戦
し
、
沢
山
の
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

無
理
か
も
し
れ
な
い
と
諦
め
た
く
な
っ
た
時
も
あ
り
ま

し
た
。
で
す
が､

困
難
を
通
し
て
僕
は
気
づ
き
ま
し
た
。
だ

っ
た
ら
こ
う
し
て
み
た
ら
？
で
夢
は
叶
う
ん
だ
と
。 

 

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
会
場
で
の
開
催
が
出
来
ず
、
悩
ん
で

い
た
時
。 

「
リ
ア
ル
が
無
理
な
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
て
み
た
ら
？
」 

講
演
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
変
更
し
、
無
事
開
催
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
で
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
あ
い
さ
つ
運

動
が
出
来
ず
、
悩
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

「
じ
ゃ
あ
あ
い
さ
つ
と
消
毒
を
ま
ぜ
て
み
た
ら
？
」
そ

し
て
僕
達
は
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
と
い
う
活
動
を
考
え
、
実

行
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
あ
い
さ
つ
と
消
毒
を
同
時
に
行
う

こ
と
で
感
染
対
策
も
挨
拶
も
で
き
る
一
石
二
鳥
な
活
動

な
の
で
す
。 

 

出
来
な
い
。
無
理
。
そ
こ
で
終
わ
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
ど

う
す
れ
ば
出
来
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
僕
は

伝
え
た
い
ん
で
す
。
ど
う
せ
無
理
と
言
っ
て
、
諦
め
て
し

ま
う
の
は
勿
体
な
い
で
す
。
や
り
続
け
る
こ
と
は
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
誰
に
な
に
を
言
わ
れ
て
も
好
き

な
事
や
夢
を
諦
め
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。 

 

学
校
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
体
育
祭
を
全
学
年
で
行
う
予

定
で
す
。
あ
の
時
ど
う
せ
無
理
と
言
っ
て
、
提
案
し
な
け

れ
ば
全
学
年
で
は
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
出

来
る
可
能
性
が
少
な
く
て
も
諦
め
な
け
れ
ば
未
来
は
か

わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
思
う
は
招
く
。
思
っ
た
ら
そ
う

な
る
よ
と
い
う
意
味
で
す
。 

 

ど
う
せ
無
理
。
ど
う
せ
出
来
る
わ
け
な
い
。
そ
こ
で
諦

め
な
い
で
ほ
し
い
。
だ
っ
た
ら
こ
う
し
て
み
た
ら
？
で
夢

は
叶
う
ん
で
す
。 

 

ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
、
だ
っ
た
ら
こ
う
し
て
み
た
ら
？
を

使
っ
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
き
っ
と
ど
う
せ

無
理
が
な
く
な
っ
て
、
み
ん
な
夢
が
叶
う
素
敵
な
世
界
に

な
る
と
僕
は
思
い
ま
す
。 
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京
都
府
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
会
長
賞 

「
私
の
宝
物
」 

向
日
市
立
勝
山
中
学
校 

３
年 

 

武 

田 

こ
と
は 

 

二
年
六
ヶ
月
、
日
数
で
表
す
と
九
百
十
日
。
こ
れ
は
、

日
本
で
国
内
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
が
確

認
さ
れ
て
か
ら
二
〇
二
二
年
七
月
現
在
ま
で
の
期
間
で

す
。
こ
の
間
に
多
く
の
方
が
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
ま
し

た
。
大
切
な
人
を
亡
く
し
た
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ

し
て
私
は
、
人
生
の
一
部
を
失
い
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
が
初
め
て
確
認
さ
れ
た
二
〇
二
〇
年
一
月
、
私

は
当
時
ま
だ
小
学
六
年
生
で
、
上
手
く
状
況
が
理
解
で
き

て
い
な
い
ま
ま
、
ど
ん
ど
ん
自
分
の
周
り
に
変
化
が
起
き

て
い
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
い
つ
も
な
ら
見
え
て

い
た
友
達
や
自
分
の
顔
が
マ
ス
ク
で
覆
わ
れ
、
話
し
声
と

笑
い
声
に
溢
れ
て
い
た
給
食
時
間
が
み
ん
な
が
立
て
る

食
器
の
音
し
か
聞
こ
え
な
い
、
静
か
な
時
間
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
卒
業
間
近
の
数
ヶ
月
が
休
校
に
な
り
、
何
回

も
何
回
も
練
習
し
た
合
唱
を
卒
業
式
で
披
露
す
る
こ
と

は
な
く
、
約
三
十
分
の
短
い
卒
業
式
を
終
え
、
私
た
ち
は

小
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
コ
ロ
ナ
に
よ
る
変
化
は
中
学
校
で
も
続
き
、
休

校
に
よ
る
入
学
の
遅
れ
、
二
年
連
続
の
文
化
祭
中
止
な

ど
、
数
え
挙
げ
れ
ば
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
い

つ
し
か
そ
ん
な
生
活
も
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
た
頃
、
私

が
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
強
く
感
じ
た
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。
二
週
間
の
学
年
閉
鎖
で
す
。
学
校
か
ら
メ
ー
ル
で
知

ら
さ
れ
た
時
、
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
は
ず
な

の
に
、
ど
こ
か
油
断
し
て
い
た
の
か
す
ぐ
に
は
飲
み
込
め

ま
せ
ん
で
し
た
。
一
人
一
台
学
校
に
配
布
さ
れ
て
い
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
、
先
生
方
が
Ｈ
Ｒ
や
授
業
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
間
の
勉
強
に
私
は
あ

ま
り
集
中
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
う
え
、
つ
ま
ら
な

い
と
さ
え
思
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
私

は
「
日
常
」
が
当
た
り
前
で
は
な
か
っ
た
と
実
感
し
ま
し

た
。
休
校
期
間
が
明
け
、
友
達
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
会
え

た
時
、
素
直
に
も
の
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
し
、
周
り
の
人

や
友
達
に
会
え
る
「
日
常
」
を
前
よ
り
も
大
切
に
し
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
気
軽
に
会
え
る
時
間
、
話

せ
る
時
間
が
以
前
よ
り
大
切
な
も
の
と
な
り
、
そ
れ
は
コ

ロ
ナ
禍
が
創
り
出
し
た
新
た
な
価
値
あ
る
物
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
興
」

と
い
う
言
葉
を
ニ
ュ
ー
ス
で
度
々
耳
に
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
度
に
私
は
、
あ
る
一
冊
の
本
の
中
で
震

災
で
被
災
し
た
方
が
言
っ
て
い
た
言
葉
が
頭
を
よ
ぎ
り

ま
す
。「
失
っ
た
も
の
は
も
う
戻
っ
て
こ
な
い
ん
だ
か
ら
、

『
復
興
』
じ
ゃ
だ
め
な
ん
だ
よ
。
」 

 

復
興
と
い
う
言
葉
は
、
壊
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
を
元
に

戻
し
て
い
く
、
と
い
う
意
味
で
、
主
に
災
害
な
ど
が
起
き

た
際
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
失
っ
た
も
の
が

多
す
ぎ
る
場
合
、
「
復
興
」
す
る
の
で
は
な
く
、
新
し
く

創
り
出
し
て
い
く
べ
き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
そ
し

て
、
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
今
の
社
会
に
も
言
え
る
こ

と
な
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
思
い
ま
し
た
。
ま
さ
し
く

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
、
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
社
会
の
形
に
戻
す
の
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
と
共
存
し

て
い
く
た
め
の
新
し
い
「
日
常
」
を
考
え
る
べ
き
時
代
に

な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
昨
年
度
、
一
つ
上
の
先
輩
方
は
、
「
学
校
生
活

の
う
ち
二
年
間
が
コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た
卒
業
生
」
と
し
て
、

注
目
が
集
ま
り
、
ニ
ュ
ー
ス
で
も
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
ま
ま
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
な
け
れ
ば
、
私
た
ち

は
中
学
校
生
活
三
年
間
、
つ
ま
り
全
て
を
コ
ロ
ナ
禍
で
過

ご
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
小
学
校
の
時
に
憧

れ
、
思
い
描
い
て
い
た
「
中
学
生
」
で
は
到
底
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
生
活
で
な
け
れ
ば
、
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
と
同
じ
教
室
で
授
業
を
受
け
た
り
、
テ
ス
ト
の
結

果
に
み
ん
な
で
一
喜
一
憂
し
た
り
す
る
よ
う
な
、「
日
常
」

の
価
値
に
き
っ
と
気
付
か
ず
過
ご
し
て
い
た
は
ず
で
す
。 

 
 

私
た
ち
は
、
コ
ロ
ナ
に
当
た
り
前
の
中
学
校
生
活
を
奪

わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
奪
わ
れ
た
も
の
の
中
だ
か

ら
こ
そ
見
つ
け
ら
れ
た
「
日
常
」
の
価
値
は
、
数
少
な
い

コ
ロ
ナ
禍
で
の
私
の
希
望
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
今
ま

で
の
中
学
校
生
活
で
失
っ
た
も
の
、
そ
の
代
わ
り
に
得
た

も
の
、
ど
ち
ら
も
私
自
身
の
大
切
な
宝
物
に
し
て
、
自
分

自
身
で
考
え
行
動
し
な
が
ら
、
残
り
の
中
学
校
生
活
を
送

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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第 44回「少年の主張京都府大会」 

講 評 

本大会の講評を述べさせていただきます。 
 まずは、本日発表をされた中学生の皆さん、お疲れさまでした。皆さんは、府内各地から
寄せられた多くの主張作文の中から、審査を経て京都府大会の発表者に選ばれました。この
ことは、高く評価されますし、この府大会の舞台に立った自分に、自信と誇りをもってくだ
さい。 
今日、多くの人の前で自己の主張を述べたことは、大変貴重な経験になったことと思いま

す。また、他の人の発表を聴くことで多くのことを学べたと思います。皆さんの主張は、同
じ年代の中学生のみならず、会場にいる大人を含めた全ての年代の人にも感銘をうけるもの
でありました。 
 さて、今回応募してくれた皆さんの主張は、社会や世界に向けての意見、未来への希望や
提案、友達との関わり、家庭や学校生活のこと、社会の様々な出来事に関することなど様々
なテーマで中学生らしい視点や切り口で主張されている作品ばかりでした。今年の発表では、
友達、家庭、学校生活、思春期の心の葛藤などの不変的なテーマの作品の他に、社会の状況
を反映した、戦争や平和の大切さについて、新型コロナウイルス感染症についてなどをテー
マとした作品も見られました。 
どの作品もただ現状を伝えるだけではなく、現状をしっかりと考え、自分たちにできるこ

とや社会に向けての提言など、何を主張したいのかよくまとめられ、力強く未来を切り拓い
ていこうとする主張であり、私たちがハッと気づかされるような作品が多くありました。 
 中学生の時期というのは、自分の生き方や社会への関心が高まり、そのあるべき姿を模索
し、自分の考えとしてまとめ、提言や提案をしようとする意欲が高まってくる時期でもあり
ます。 
 また、今日発表してくれた皆さんの主張を聞いて感じたのは、主張の内容においてのみな
らず、話す速さ、間のとり方や抑揚、顔の表情や身振りなど、聞く人に自分の訴えたいこと
を効果的に伝えるためのプレゼンテーション力が大変素晴らしいと思いました。このことは、
審査にも関わっています。 
 審査のポイントとしては、「中学生らしい感性で新鮮な主張であるか」、「新しい視点があ
るか」、「提案や提言を実現・実践する意欲が感じられるか」、「論旨が一貫し、構成がしっか
りしているか」といった点や、「発表内容が共感と感銘を与えているか」、「説得力のある話
し方であるか」、「話しぶりに熱意と迫力があるか」などをポイントとしました。 
 その中で、白熱した審査の結果、京都府知事賞を受賞された、京都市立桂川中学校の太田
さん、本当におめでとうございます。 
「だったらこうしてみたら？」という、みんなの夢が叶う素敵な世界を作っていくための主
張は、とても表現力豊かで、素晴らしい発表でした。 
 今日発表してくれた皆さんが、この貴重な経験を糧として、それぞれの学校、地域で今後
ますます活躍されますことと、皆さんの意見や思いを、ぜひ、これからの社会をよりよくす
るための行動に結びつけていってほしいと、心より願っています。 
会場にお集まりの保護者の方、教育関係者やＰＴＡの方におかれましては、本日の発表の

様子や一人一人の発表の良さをご家庭や学校、地域で共有していただければと思います。 
最後になりましたが、本日しっかりと進行を進めてくれた二人の中学生と事務局の皆様、

「少年の主張京都府大会」に関わってくださった皆様に感謝申し上げ、私の講評とさせてい
ただきます。 
 

京都府教育庁指導部学校教育課 

総括指導主事 福田 昌弘 
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  あ
な
た
の
声
、
心
に
届
け 

 
 

山
梨
県 

北
杜
市
立
甲
陵
中
学
校 

三
年 

前
橋 

真
子  

 

「
真
子
ち
ゃ
ん
、
き
ょ
う
だ
い
い
る
の
？
」

「
妹
と
弟
が
い
る
よ
。」「
妹
か
ぁ
。
羨
ま
し
い
。」

羨
ま
し
い
な
ん
て…

…

。 

私
は
妹
の
存
在
を
口

に
出
す
の
を
た
め
ら
う
こ
と
が
あ
っ
た
。 

私
の
妹
は
生
ま
れ
つ
き
音
が
聞
こ
え
な
い
重
度

難
聴
だ
。
左
耳
に
音
を
増
幅
さ
せ
る
補
聴
器
、

右
耳
に
脳
に
音
の
信
号
を
送
る
人
工
内
耳
を
付

け
て
い
る
。
発
音
も
上
手
で
は
な
い
。
私
が
小

学
生
の
と
き
「
妹
、
障
が
い
者
な
の
に
元
気
だ

ね
。」
と
友
達
に
言
わ
れ
た
。
な
ん
と
も
言
い
表

せ
な
い
モ
ヤ
モ
ヤ
が
私
の
心
に
渦
巻
い
た
。
障

が
い
の
あ
る
妹
が
明
る
く
元
気
な
の
は
普
通
の

こ
と
で
は
な
い
と
思
い
、
恥
ず
か
し
さ
を
覚
え

た
。
そ
し
て
い
つ
の
間
に
か
妹
の
こ
と
を
口
に

す
る
の
も
、
一
緒
に
出
掛
け
る
の
も
辛
く
な
っ

た
。 

こ
の
春
中
学
校
入
学
を
控
え
た
妹
は
、
補
聴
器

を
新
調
し
た
。
私
も
一
緒
に
店
に
行
っ
た
。
そ

こ
に
は
色
と
り
ど
り
の
補
聴
器
が
並
ん
で
い
た
。

お
店
の
方
は
、
好
き
な
色
を
選
ぶ
よ
う
言
っ
た
。

私
は
「
真
紀
ち
ゃ
ん
、
黒
か
茶
色
を
選
ん
だ
ら
？
」

と
勧
め
た
。
強
く
勧
め
た
。
黒
か
茶
色
な
ら
髪

の
毛
と
同
調
し
て
、
あ
ま
り
目
立
た
な
い
。
み

ん
な
と
変
わ
ら
な
い
見
た
目
で
い
ら
れ
る
。
恥

ず
か
し
い
思
い
を
し
な
く
て
す
む
よ
う
に
、
何

度
も
言
っ
た
。
し
か
し
そ
ん
な
私
を
見
て
妹
は

言
っ
た
の
だ
。「
誰
に
な
ん
と
思
わ
れ
て
も
、
こ

れ
は
私
の
耳
な
の
。
私
は
黄
色
い
補
聴
器
の
私

を
見
て
も
ら
い
た
い
の
。」
妹
に
言
わ
れ
て
ハ
ッ

と
し
た
。
障
が
い
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
の
は
私

自
身
だ
っ
た
の
だ
。 

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
妹
が
、
明
る
く
元
気
な
の

は
お
か
し
い
の
か
。
い
や
、
妹
は
妹
だ
。
妹
が
笑

顔
を
絶
や
さ
な
い
の
は
、
今
ま
で
本
当
に
沢
山

の
努
力
を
し
て
き
た
か
ら
だ
。
私
と
同
じ
小
学

校
に
行
く
た
め
に
、
人
工
内
耳
の
手
術
を
受
け
、

手
話
が
無
く
て
も
友
達
と
話
せ
る
よ
う
に
病
院

や
ろ
う
学
校
に
通
っ
て
、
発
音
練
習
を
頑
張
っ

て
い
た
。
誰
に
で
も
優
し
い
の
は
、
自
分
が
さ

れ
て
嫌
だ
っ
た
こ
と
や
辛
か
っ
た
こ
と
を
痛
い

ほ
ど
に
知
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
私
は
、
今
ま
で

辛
く
て
、
悔
し
く
て
泣
く
妹
を
何
度
も
見
た
。

で
も
そ
の
度
に
努
力
し
て
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
乗
り
越
え
て
い
た
。
そ
ん
な
妹
の
努
力
を
一

番
近
く
で
見
て
知
っ
て
い
る
の
は
私
だ
。
障
が

い
者
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
を
通
さ
ず
、
あ
り
の
ま

ま
の
妹
を
見
て
欲
し
い
。
手
話
や
口
話
、
筆
談
、

テ
レ
ビ
の
字
幕
も
全
部
、
社
会
と
繋
が
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
一
部
だ
。
そ
れ
が

妹
の
全
て
で
は
な
い
。 

聴
覚
障
が
い
者
は
、
一
度
見
た
だ
け
で
は
耳
が

不
自
由
か
わ
か
ら
ず
、
接
し
方
に
戸
惑
う
こ
と

が
あ
る
。
で
も
耳
の
不
自
由
な
人
が
み
ん
な
、

相
手
に
手
話
を
望
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

聴
覚
障
が
い
者
が
困
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の

人
の
正
面
か
ら
「
何
か
手
伝
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。」
と
口
を
大
き
く
開
け
、
ゆ
っ
く
り
話

し
か
け
て
ほ
し
い
。 

「
思
い
や
り
の
あ
る
言
葉
は
、
た
と
え
簡
単
な

言
葉
で
も
、
ず
っ
と
ず
っ
と
こ
だ
ま
す
る
。」
こ

れ
は
貧
困
や
病
に
苦
し
む
人
の
救
済
に
生
涯
を

捧
げ
た
、
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
言
葉
だ
。
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
精
神
を
表
し
て
い
る
。
ま
ず
は

聞
こ
え
な
い
こ
と
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
し
て
ほ

し
い
。
そ
の
思
い
や
り
で
ど
れ
だ
け
救
わ
れ
る

人
が
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

妹
は
毎
日
黄
色
い
補
聴
器
を
つ
け
、
お
気
に
い

り
の
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
ち
元
気
に
登
校
し

て
い
る
。
先
日
友
達
に
「
妹
さ
ん
明
る
く
て
、
部

活
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
で
、
頑
張
っ
て
い
る
よ
。」

と
言
わ
れ
た
。
あ
り
の
ま
ま
の
妹
を
見
て
く
れ

て
い
る
と
分
か
り
心
が
温
か
く
な
っ
た
。
そ
ん

な
妹
は
私
の
誇
り
だ
。 

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
あ
な
た
の
身
近
に
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ
人
が
い
た
な
ら
、
そ
の

ハ
ン
デ
ィ
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
越
し
で
は
な
く
、

そ
の
人
自
身
や
心
に
寄
り
添
っ
て
ほ
し
い
。
障

が
い
の
あ
る
人
へ
の
理
解
が
進
む
こ
と
で
、
一

人
ま
た
ひ
と
り
と
笑
顔
が
増
え
て
い
く
と
確
信

し
て
い
る
。  

妹
の
耳
に
、
あ
な
た
の
声
は
聞
こ
え
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
で
も
、
あ
な
た
の
気
持
ち
は
妹
の

心
に
確
実
に
、
届
い
て
い
る
。 

 

「
少
年
の
主
張
全
国
大
会
」 

 
～
わ
た
し
の
主
張
２
０
２
２
～ 
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閣
総
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賞
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文 
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大会の模様を You Tubeでご覧いただけます。 
 

■作文募集 チラシ・ポスター■ 

 

公益社団法人 京都府青少年育成協会 HP

からご覧いただけます。 
 

URL http://kyoto-seishonen.or.jp/ 

 



 

 

公益社団法人 京都府青少年育成協会は、 
 

昭和 42年に当時の府政の基本的な方針に沿って、京都府青少年育成協会の前身、 「青少年育成京都府民会議」を結成

し、青少年育成府民運動を進めることとなりました。（昭和 44年 9月 27日付で社団法人に、平成 25年 4月 1日付で公益社団法人に移行） 

平成 29年 9月、協会創立 50周年を記念して制定しました、青少年健全育成府民運動スローガン「気づいてる? あな

たのまわりの あたたかさ」のもと、 「明るい家庭と地域の輪が育てる心豊かな青少年」を合言葉に青少年をあたたかく見守

り、その健やかな成長を支援する健全な社会づくりを推進するため、官民一体となった青少年健全育成府民運動の活動を

展開しています。 

また、京都府立青少年海洋センター及び宮津市 B＆G海洋センターの各施設について、京都府及び宮津市から指定管

理者の指定を受けて管理・運営しています。 

  

  
正会員・賛助会員の募集 （入会の御案内）   青少年の健全育成に、是非とも、あなたのお力をお寄せください。 

≪正会員≫青少年活動を支援し、推進していただける団体・個人の方（総会への参加を通じて、事業計画の決定に参加していただきます。） 

■年会費 （団体）年額 3,000円（個人）年額 2,000円 

≪賛助会員≫青少年育成活動に感心があり、資金面で支援していただける団体（企業）・個人の方 

■年会費 （団体・企業・個人）年額 2,000円 1口以上 

【入会方法】 （公社）京都府青少年育成協会まで御連絡ください。

          TEL075-417-0602 FAX075-417-0603 e-mail  kpyda@cello.ocn.ne.jp  
【会員の特典】 ■協会広報誌「わかもの京都」の送付  

■「少年の主張京都府大会」・家族ふれあい大賞「明るい家庭づくり（家庭の日）絵画展」の作品集の送付  

■「京都府青少年すこやかフォーラム」の開催案内をはじめ、青少年に関する情報の提供（随時） 

構成団体（会員） 

◇青少年（育成）団体  

青少年をあたたかく見守る地域社会づくり 

青少年の健やかな成長への支援 

 （公社）京都府青少年育成協会 

◇青少年育成市町村民会議 

※青少年の健全育成や非行防止のために活動を

行う市町村単位の青少年健全育成活動推進組織

を「青少年育成市町村民会議」と呼んでいます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人 京都府青少年育成協会 
京都市上京区出水通油小路東入丁子風呂町 104番地の 2 京都府庁西別館 3階 
TEL 075-417-0602  FAX 075-417-0603  e-mail kpyda@cello.ocn.ne.jp 

URL  http://kyoto-seishonen.or.jp/ 

YouTube で施設見学できます 

青少年団体から一般団体・各種サークル等にご利用いただけます。 
★自主事業 家族利用Dayでは、ご家族での利用も可能です。  

■住所 京都府宮津市田井 382  ■電話 0772-22-0501 

公益社団法人京都府青少年育成協会は、「京都府子育て環境日本一推進会議」に参画しています。 

 


